
種子消毒 種子消毒

Ⅲ．防除薬剤一覧表
１．水稲
（１）種子消毒
◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫
名

希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用
回数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

浸種後 5時間種子浸漬
浸種前 5～24時間種子浸漬
浸種後

400～800倍 48～72時間種子浸漬

400倍 24時間種子浸漬

7.5倍 吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種子重量の0.3～
0.5%

種子粉衣(湿粉衣)

200倍 24時間種子浸漬

浸種後

7.5倍 吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種子重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)
200倍 24時間種子浸漬

浸種後

7.5倍 吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種子重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)
200倍 24時間浸漬

20倍 10分間浸漬

7.5倍(乾燥種籾1kg当
り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

200倍 24時間浸漬

20倍 10分間浸漬

7.5倍(乾燥種籾1kg当
り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

200倍 24時間浸漬

20倍 10分間浸漬

7.5倍(乾燥種籾1kg当
り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

200倍 24時間浸漬

20倍 10分間浸漬

7.5倍(乾燥種籾1kg当
り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

200倍 24時間浸漬

20倍 10分間浸漬

7.5倍(乾燥種籾1kg当
り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

200倍 24時間浸漬

20倍 10分間浸漬

7.5倍(乾燥種籾1kg当
り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

1000倍 24時間種子浸漬

100倍 10分間種子浸漬

40倍乾燥種籾1kg当り
希釈液30mL

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

1000倍 24時間種子浸漬

100倍 10分間種子浸漬

40倍乾燥種籾1kg当り
希釈液30mL

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

1000倍 24時間種子浸漬

100倍 10分間種子浸漬

40倍乾燥種籾1kg当り
希釈液30mL

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

1回ｽﾎﾟﾙﾀｯｸ乳
剤

ﾌﾟﾛｸﾛﾗｽﾞ
乳剤

いもち病 浸種前

ごま葉枯病

ばか苗病

普 Ⅰ

普 Ⅰｽﾎﾟﾙﾀｯｸｽﾀｰ
ﾅSE

ｵｷｿﾘﾆｯｸ
酸･ﾌﾟﾛｸﾛﾗ
ｽﾞ水和剤

いもち病 浸種前 1回

ごま葉枯病

ばか苗病

もみ枯細菌
病

褐条病

苗立枯細菌
病

普 Ⅰｽﾀｰﾅ水和剤 ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸
水和剤

もみ枯細菌
病

200倍 1回

20倍 10分間種子浸漬
浸種前

褐条病

20倍 10分間種子浸漬
浸種前

苗立枯細菌
病

20倍 10分間種子浸漬
浸種前
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫
名

希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用
回数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

200倍 24時間種子浸漬

20倍 10分間種子浸漬

4倍､使用量は乾燥種籾
1kg当り希釈液20mL

7.5倍､使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL

原液､使用量は乾燥種
籾1kg当り原液5mL

種子塗沫処理

200倍 24時間種子浸漬

20倍 10分間種子浸漬

4倍､使用量は乾燥種籾
1kg当り希釈液20mL

7.5倍､使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL

原液､使用量は乾燥種
籾1kg当り原液5mL

種子塗沫処理

200倍 24時間種子浸漬

20倍 10分間種子浸漬

4倍､使用量は乾燥種籾
1kg当り希釈液20mL

7.5倍､使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL

原液､使用量は乾燥種
籾1kg当り原液5mL

種子塗沫処理

200倍 24時間種子浸漬

20倍 10分間種子浸漬

4倍､使用量は乾燥種籾
1kg当り希釈液20mL

7.5倍､使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL

原液､使用量は乾燥種
籾1kg当り原液5mL

種子塗沫処理

200倍 24時間種子浸漬

20倍 10分間種子浸漬

4倍､使用量は乾燥種籾
1kg当り希釈液20mL

7.5倍､使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL

原液､使用量は乾燥種
籾1kg当り原液5mL

種子塗沫処理

200倍 24時間種子浸漬

20倍 10分間種子浸漬

4倍､使用量は乾燥種籾
1kg当り希釈液20mL

7.5倍､使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL

原液､使用量は乾燥種
籾1kg当り原液5mL

種子塗沫処理

200倍 24時間種子浸漬

20倍 10分間種子浸漬

4倍､使用量は乾燥種籾
1kg当り希釈液20mL

7.5倍､使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL

原液､使用量は乾燥種
籾1kg当り原液5mL

種子塗沫処理

200倍 24時間種子浸漬

20倍 10分間種子浸漬

4倍､使用量は乾燥種籾
1kg当り希釈液20mL

7.5倍､使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL

原液､使用量は乾燥種
籾1kg当り原液5mL

種子塗沫処理

300倍 24～48時間種子浸漬

30倍 10分間種子浸漬

普 Ⅰ

苗立枯病(ﾘ
ｿﾞｰﾌﾟｽ菌)

種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
種子塗沫処理

ﾄﾘﾌﾐﾝ水和
剤

ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ
水和剤

いもち病 浸種前 1回

普 Ⅰ

種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
種子塗沫処理

ﾃｸﾘｰﾄﾞCﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｲﾌﾟｺﾅｿﾞｰ
ﾙ･銅水和
剤

いもち病 浸種前 1回

褐条病

種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
種子塗沫処理

苗立枯細菌
病

種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
種子塗沫処理

苗立枯病(ﾄ
ﾘｺﾃﾞﾙﾏ菌)

種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
種子塗沫処理

ごま葉枯病

種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
種子塗沫処理

ばか苗病

種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
種子塗沫処理

もみ枯細菌
病

種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
種子塗沫処理
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫
名

希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用
回数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

7.5～15倍 種子吹き付け処理(種子消毒機使用)

乾燥籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

300倍 24～48時間種子浸漬

30倍 10分間種子浸漬

7.5～15倍 種子吹き付け処理(種子消毒機使用)

乾燥籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

300倍 24～48時間種子浸漬

30倍 10分間種子浸漬

7.5～15倍 種子吹き付け処理(種子消毒機使用)

乾燥籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

300倍 24～48時間種子浸漬

30倍 10分間種子浸漬

5～10倍 種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
塗沫処理

300倍 24～48時間種子浸漬

30倍 10分間種子浸漬

5～10倍 種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
塗沫処理

300倍 24～48時間種子浸漬

30倍 10分間種子浸漬

5～10倍 種子吹き付け処理(種子消毒機使用)又は
塗沫処理

200倍 24時間種子浸漬

7.5倍(使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

200倍 24時間種子浸漬

7.5倍(使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

200倍 24時間種子浸漬

7.5倍(使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

200倍 24時間種子浸漬

7.5倍(使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

200倍 24時間種子浸漬

7.5倍(使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

200倍 24時間種子浸漬

7.5倍(使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

200倍 24時間種子浸漬

7.5倍(使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

200倍 24時間種子浸漬

7.5倍(使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

200倍 24時間種子浸漬

7.5倍(使用量は乾燥種
籾1kg当り希釈液30mL)

吹き付け処理(種子消毒機使用)又は塗沫
処理

乾燥種籾重量の0.5% 種子粉衣(湿粉衣)

は種前(浸種後) ｺｰﾃｨﾝｸﾞ中又はｺｰﾃｨﾝｸﾞ後の種もみに塗沫
処理

乾燥種もみ1kg当り原
液6～12mL(原液
71mL/10aまで)

1回ﾙｰﾁﾝｼｰﾄﾞFS ｲｿﾁｱﾆﾙ水
和剤

いもち病 Ⅰ

は種前(浸種前) 塗沫処理(種子被覆剤を加用)

普

普 ⅠﾓﾐｶﾞｰﾄﾞC水
和剤

銅･ﾌﾙｼﾞｵｷ
ｿﾆﾙ･ﾍﾟﾌﾗ
ｿﾞｴｰﾄ水和
剤

いもち病 浸種前 1回

ごま葉枯病

ばか苗病

もみ枯細菌
病

褐条病

苗立枯細菌
病

苗立枯病(ﾄ
ﾘｺﾃﾞﾙﾏ菌)

苗立枯病(ﾌ
ｻﾞﾘｳﾑ菌)

苗立枯病(ﾘ
ｿﾞｰﾌﾟｽ菌)

普 Ⅰﾄﾘﾌﾐﾝ乳剤 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ
乳剤

いもち病 浸種前 1回

ごま葉枯病

ばか苗病

ごま葉枯病

ばか苗病
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫
名

希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用
回数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

もみ枯細菌
病
内穎褐変病

白葉枯病

1000倍 6～72時間浸漬

100倍 専用の種子消毒機を用いて乾燥種籾重量
の3%の量の希釈液を種籾に吹付け処理又
は塗沫処理

ﾊﾟﾀﾞﾝSG水
溶剤

ｶﾙﾀｯﾌﾟ水
溶剤

ｲﾈｼﾝｶﾞﾚｾﾝ
ﾁｭｳ

1500～3000倍 浸種前 1回 24時間種もみ浸漬 劇 Ⅰ

は種前(浸種後) ｺｰﾃｨﾝｸﾞ中又はｺｰﾃｨﾝｸﾞ後の種もみに塗沫
処理

は種前(浸種前) 塗沫処理(種子被覆剤を加用)

は種前(浸種後) ｺｰﾃｨﾝｸﾞ中又はｺｰﾃｨﾝｸﾞ後の種もみに塗沫
処理

は種前(浸種前) 塗沫処理(種子被覆剤を加用)

は種前(浸種後) ｺｰﾃｨﾝｸﾞ中又はｺｰﾃｨﾝｸﾞ後の種もみに塗沫
処理

は種前(浸種前) 塗沫処理(種子被覆剤を加用)

は種前(浸種後) ｺｰﾃｨﾝｸﾞ中又はｺｰﾃｨﾝｸﾞ後の種もみに塗沫
処理

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

は種前(浸種後) ｺｰﾃｨﾝｸﾞ中又はｺｰﾃｨﾝｸﾞ後の種もみに塗沫
処理

は種前(浸種前) 塗沫処理(種子被覆剤を加用)

は種前(浸種後) ｺｰﾃｨﾝｸﾞ中又はｺｰﾃｨﾝｸﾞ後の種もみに塗沫
処理

は種前(浸種前) 塗沫処理(種子被覆剤を加用)

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ は種前(浸種前)

は種前

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ｵｸｿｽDS 過酸化ｶﾙｼ
ｳﾑ粉粒剤

乾燥種籾重量の0.5倍
～等倍量

は種前 1回 種子粉衣(湿粉衣) 普 Ⅰ

ｽｸｰﾃﾞﾘｱES ﾒﾀﾗｷｼﾙM液
剤

苗腐病(ﾋﾟｼ
ｳﾑ菌)

乾燥種もみ1kg当り原
液5mL

は種前 1回 種子吹き付け処理又は塗沫処理 普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

もみ枯細菌
病

100倍

催芽前

苗立枯細菌
病

100倍 催芽時

ｴｺﾌｨｯﾄ 醸造酢液
剤

催芽時 1回 24時間種子浸漬

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

は種前(浸種前)

普 Ⅰ

普 Ⅰ

普 Ⅰ

褐条病 100～200倍

ﾌｫﾙﾃﾝｻﾞFS ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟ
ﾛｰﾙ水和剤

乾燥種もみ1kg当り原
液8～10mL

は種前 1回

種子吹き付け処理又は塗沫処理

種子吹き付け処理又は塗沫処理

ﾙﾐﾋﾞｱFS ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘ
ﾌﾟﾛｰﾙ水和
剤

乾燥種もみ1kg当り原
液4～7mL

1回

は種前(浸種前) 塗沫処理(種子被覆剤を加用)

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾙﾐｽﾊﾟﾝｽFS

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘ
ﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ﾖｰﾊﾞﾙｼｰﾄﾞ
FS

ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ
ﾙ水和剤

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 乾燥種もみ1kg当り原
液11mL(原液55mL/10a
まで)

1回

ﾄﾘﾌﾙﾒｿﾞﾋﾟ
ﾘﾑ水和剤

乾燥種もみ1kg当り原
液7～9mL

は種前(浸種前) 1回 種子吹き付け処理又は塗沫処理

Ⅰ

普 Ⅰ

普 Ⅰ

普

ｲﾈｼﾝｶﾞﾚｾﾝ
ﾁｭｳ

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 は種前 1回
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種子消毒 種子消毒

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫
名

希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用
回数

使用方法 備考 毒
性

魚
毒
性

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

浸種前～催芽前 24～48時間種子浸漬

催芽時 24時間種子浸漬

催芽前 24～48時間種子浸漬

20倍 浸種前～催芽前 1時間種子浸漬

種子重量の2～4% 浸種前 湿粉衣

催芽時 24時間種子浸漬

催芽前 24～48時間種子浸漬

20倍 浸種前～催芽前 1時間種子浸漬

種子重量の2～4% 浸種前 湿粉衣

催芽時 24時間種子浸漬

催芽前 24～48時間種子浸漬

20倍 浸種前～催芽前 1時間種子浸漬

種子重量の2～4% 浸種前 湿粉衣

褐条病

催芽前 24～48時間種子浸漬

20倍 浸種前～催芽前 1時間種子浸漬

種子重量の2～4% 浸種前 湿粉衣

催芽時 24時間種子浸漬

催芽前 24～48時間種子浸漬

20倍 1時間種子浸漬

種子重量の4% 湿粉衣

催芽時 24時間種子浸漬

催芽前 24～48時間種子浸漬

20倍 1時間種子浸漬

種子重量の4% 湿粉衣

催芽時 24時間種子浸漬

催芽前 24～48時間種子浸漬

20倍 1時間種子浸漬

種子重量の4% 湿粉衣

200倍 浸種前～催芽時 24時間種子浸漬
乾燥種子重量の1% 浸種前 種子粉衣(湿粉衣)
200倍 浸種前～催芽時 24時間種子浸漬
乾燥種子重量の1% 浸種前 種子粉衣(湿粉衣)

- -

苗立枯細菌
病

ﾓﾐﾎｰﾌﾟ水和
剤

ﾊﾞﾁﾙｽ ｼﾝ
ﾌﾟﾚｸｽ水和
剤

もみ枯細菌
病

-

ばか苗病 200倍

もみ枯細菌
病

200倍

200倍 催芽時 24時間種子浸漬

苗立枯細菌
病

苗立枯病(ﾄ
ﾘｺﾃﾞﾙﾏ菌)

- - -ﾀﾌﾌﾞﾛｯｸ ﾀﾗﾛﾏｲｾｽ ﾌ
ﾗﾊﾞｽ水和
剤

いもち病 200倍

200倍

浸種前

苗立枯病(ﾌ
ｻﾞﾘｳﾑ菌)

200倍

浸種前

苗立枯病(ﾘ
ｿﾞｰﾌﾟｽ菌)

200倍

浸種前

- -ｴｺﾎｰﾌﾟDJ ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ ｱ
ﾄﾛﾋﾞﾘﾃﾞ水
和剤

いもち病 200倍 -

ばか苗病

もみ枯細菌
病

褐条病

苗立枯細菌
病

苗立枯病(ﾘ
ｿﾞｰﾌﾟｽ菌)

ｴｺﾎｰﾌﾟ ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ ｱ
ﾄﾛﾋﾞﾘﾃﾞ水
和剤

いもち病 200倍

ごま葉枯病

ばか苗病

もみ枯細菌
病

苗立枯細菌
病

苗立枯病(ﾘ
ｿﾞｰﾌﾟｽ菌)

- - -
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

1000～2000倍

500～1000倍

ﾀﾞｺﾆｰﾙ粉剤 TPN粉剤 苗立枯病(ﾘｿﾞｰﾌﾟｽ菌) 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り15～20g

は種前 1回 育苗箱土壌に均一に混和する｡ 普 Ⅱ

いもち病(苗いもち) 400倍 は種時 1回
400～600倍

800～1200倍

400～600倍

800～1200倍

400～600倍

800～1200倍

1000倍 は種時

500～1000倍 は種時又は発
芽後

1000倍 は種時

500～1000倍 は種時又は発
芽後

苗立枯病(ﾋﾟｼｳﾑ菌)

苗立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)

1000倍

500倍

1000倍

500～1000倍

1000倍

500～1000倍

1000～2000倍 は種時から緑
化期

2000倍

1000倍

2000倍

1000倍

2000倍

苗立枯病(ﾋﾟｼｳﾑ菌)

苗立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)

苗立枯病(ﾘｿﾞｰﾌﾟｽ菌)

苗立枯病(ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌)

苗立枯病(白絹病菌)

1000倍 は種時～は種7
日後頃

500～1000倍 は種時～は種
14日後まで

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り1g

は種前 1回 床土混和

1000倍

苗立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) は種時

（２）育苗箱施薬

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

Ⅱ

ﾀﾞｺﾚｰﾄ水和
剤

ﾍﾞﾉﾐﾙ･TPN水和剤 灌注 普 Ⅱ
苗立枯病(ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ菌) は種時から緑

化期 但し､は
種14日後まで

2回以内

苗立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)

普 Ⅰ

苗立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)

ﾀﾞｺﾆｰﾙ1000 TPN水和剤 苗立枯病(ﾘｿﾞｰﾌﾟｽ菌) は種時から緑
化期 但し､は
種14日後まで

2回以内 土壌灌注 普

は種前 1回 育苗箱土壌に均一に混和 普 Ⅰ

1回 土壌灌注

苗立枯病(ﾘｿﾞｰﾌﾟｽ菌)

ﾀﾁｶﾞﾚｴｰｽM液
剤

ﾋﾄﾞﾛｷｼｲｿｷｻｿﾞｰﾙ･ﾒﾀ
ﾗｷｼﾙM液剤

苗立枯病(ﾋﾟｼｳﾑ菌)

普 Ⅰ

2回以内 土壌灌注又は灌注

苗立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)

ﾅｴﾌｧｲﾝﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ﾋﾟｶﾙﾌﾞﾄﾗｿﾞｸｽ水和
剤

苗立枯病(ﾋﾟｼｳﾑ菌) 2回以内 土壌灌注

ﾀﾁｶﾞﾚﾝ液剤 ﾋﾄﾞﾛｷｼｲｿｷｻｿﾞｰﾙ液
剤

ごま葉枯病 は種時 1回 土壌灌注 普 Ⅰ

苗立枯病(ﾋﾟｼｳﾑ菌) は種時又は発
芽後

ﾀﾁｶﾞﾚｴｰｽM粉
剤

ﾋﾄﾞﾛｷｼｲｿｷｻｿﾞｰﾙ･ﾒﾀ
ﾗｷｼﾙM粉剤

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り6～8g

ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ液剤
5

ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝ液剤 1000倍 は種時～発病
初期

1回 灌注 普 Ⅰ

は種時

苗立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)

苗立枯病(ﾘｿﾞｰﾌﾟｽ菌)

ﾅｴﾌｧｲﾝ粉剤 ﾋﾟｶﾙﾌﾞﾄﾗｿﾞｸｽ粉剤 育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り6～8g

は種前 1回 育苗箱土壌に均一に混和する｡ 普 Ⅰ

Ⅰ

苗立枯病(ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ菌) は種時1回又は
は種時とは種7
日後頃の2回

2回以内 灌注

500～1000倍

灌注 普ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和
剤

ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 いもち病 2回以内
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

100倍 灌注

10倍 散布

ばか苗病 50倍 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌
約5㍑)1箱当り100mLを散布

もみ枯細菌病 200倍 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌
約5㍑)1箱当り500mLを散布

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り15～20g

覆土前 育苗箱には種した種籾の上か
ら均一に散布する｡

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り30g

は種前 育苗培土に均一に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm覆土約1㍑)覆
土1㍑当り15～20g

覆土に均一に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り15～20g

育苗箱には種した種籾の上か
ら均一に散布する｡

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り30g

は種前 育苗培土に均一に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm覆土約1㍑)覆
土1㍑当り15～20g

覆土に均一に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り15～20g

育苗箱には種した種籾の上か
ら均一に散布する｡

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り30g

は種前 育苗培土に均一に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm覆土約1㍑)覆
土1㍑当り15～20g

覆土前 覆土に均一に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

普ｴｺﾌｨｯﾄ 醸造酢液剤 もみ枯細菌病 は種時

Ⅰ

もみ枯細菌病

白葉枯病

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

普Dr.ｵﾘｾﾞ箱粒
剤

ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒剤 いもち病 1回

覆土前

苗立枯細菌病

覆土前

幼苗腐敗症(もみ枯細
菌病菌)

普 Ⅰｶｽﾐﾝ粒剤 ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ粒剤 褐条病 1回

Ⅰ

ｴｺﾎｰﾌﾟ ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ ｱﾄﾛﾋﾞﾘﾃﾞ
水和剤

は種時覆土前 - - -

1回

普 Ⅰ

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｼﾝｸﾞﾙｷｯｸ箱
粒剤

ﾄﾙﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ粒剤 いもち病 移植3日前～移
植当日
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

いもち病

もみ枯細菌病

内穎褐変病 移植当日

白葉枯病

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日
は種前 育苗箱の床土または覆土に均

一に混和する。
は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日
は種前 育苗箱の床土または覆土に均

一に混和する。
は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

ﾌﾞｲｹﾞｯﾄ箱粒
剤

ﾁｱｼﾞﾆﾙ粒剤 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

移植当日 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

普 Ⅰ

緑化期～移植
当日

ｲﾅｺﾞ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

1回 普 Ⅰ

1回 育苗箱中の苗の上から均一に
散布する｡

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｳﾝｶ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植当日 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｱﾚｽ箱粒剤 ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙ粒剤

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈｶﾗﾊﾞｴ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ｶﾒﾑｼ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土または覆土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り60g

移植前3日～移
植当日

高密度には種する場合は
1.2kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､
使用土壌約5㍑)1箱当り60～120g)

移植当日

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り30～60g

移植前3日～移
植当日

高密度には種する場合は0.6～
1.2kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､
使用土壌約5㍑)1箱当り30～120g)

移植当日

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り30～60g

移植前3日～移
植当日

高密度には種する場合は0.6～
1.2kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､
使用土壌約5㍑)1箱当り30～120g)

移植当日

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り30～60g

移植前3日～移
植当日

高密度には種する場合は0.6～
1.2kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､
使用土壌約5㍑)1箱当り30～120g)

移植当日

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り30～60g

移植前3日～移
植当日

高密度には種する場合は0.6～
1.2kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､
使用土壌約5㍑)1箱当り30～120g)

移植当日

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り50～80g

移植前3日～移
植当日

高密度には種する場合は1～
1.6kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､
使用土壌約5㍑)1箱当り50～160g)

移植当日

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り50～80g

移植前3日～移
植当日

高密度には種する場合は1～
1.6kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､
使用土壌約5㍑)1箱当り50～160g)

移植当日

育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り50～80g

移植前3日～移
植当日

高密度には種する場合は1～
1.6kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､
使用土壌約5㍑)1箱当り50～160g)

移植当日

は種時覆土前
～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時覆土前
～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時覆土前
～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時覆土前
～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時覆土前
～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｵﾝｺﾙ粒剤5 ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ粒剤 ｲﾈｼﾝｶﾞﾚｾﾝﾁｭｳ

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｾｼﾞﾛｳﾝｶ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

移植3日前～移
植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

1回 普ｽﾀｰｸﾙ箱粒剤 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ粒剤 ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ幼虫

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 移植2日前～移
植当日

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ は種時(覆土
前)～移植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 移植当日 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｾﾞﾛｶｳﾝﾄ粒剤 ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ粒剤 ｲﾈﾂﾄﾑｼ 移植2日前～移
植当日

普

Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 移植3日前～移
植当日

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾀﾞﾝﾄﾂ箱粒剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ粒剤 ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ

Ⅰ

移植当日 普
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

ｲﾈｿﾞｳﾑｼ幼虫 育苗箱1箱当り80～100g

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱1箱当り60～100g

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～100g

ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ(食害防止) 育苗箱1箱当り60～100g

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～100g

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱1箱当り80～100g

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

1回 普

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾖｰﾊﾞﾙ箱粒剤 ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ粒剤 ｲﾅｺﾞ類

Ⅰ

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～100g

ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ箱粒
剤

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ粒剤 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植前2日～移
植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普 Ⅰ

は種前に育苗箱床土に均一に
混和するか､又は移植当日に育
苗箱中の苗の上から均一に散
粒する｡

劇ﾊﾟﾀﾞﾝ粒剤4 ｶﾙﾀｯﾌﾟ粒剤 は種前又は移
植当日

1回

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

Ⅰ

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

育苗箱の上から均一に散布す
る｡
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

Ⅰ

移植3日前～移
植当日

ｲﾈｶﾗﾊﾞｴ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植3日前～移
植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｳﾝｶ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾘﾃﾞｨｱNT箱粒
剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ粒剤 ｲﾅｺﾞ類 1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普

移植3日前～移
植当日

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｲﾈｶﾗﾊﾞｴ

ﾘﾃﾞｨｱ箱粒剤 ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ粒剤 ｲﾅｺﾞ類 移植3日前～移
植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

いもち病

ｳﾝｶ類

ｲﾅｺﾞ類 移植3日前～移
植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

移植3日前～移
植当日

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

白葉枯病

紋枯病

普 ⅡCs.ｵﾘｾﾞﾘﾃﾞｨ
ｱEV箱粒剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰ
ﾙ･ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ粒剤
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 移植3日前～移
植当日

もみ枯細菌病

白葉枯病

移植3日前～移
植当日

1回 育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

普 Ⅰ

いもち病

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

Ⅰ育苗箱(30×60×3cm使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

1回Dr.ｵﾘｾﾞｽﾀｰｸ
ﾙ箱粒剤

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰ
ﾙ粒剤

普育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

Cs.ｵﾘｾﾞﾘﾃﾞｨ
ｱ箱粒剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰ
ﾙ粒剤

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

緑化期～移植
当日
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植当日

Dr.ｵﾘｾﾞﾌｪﾙﾃ
ﾗｸﾞﾚｰﾀﾑ粒剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾁﾌﾙ
ｻﾞﾐﾄﾞ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ
粒剤

移植3日前～移
植当日

1回 育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

普 Ⅰ

移植当日

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

Dr.ｵﾘｾﾞﾊﾟ
ﾃﾞｨｰﾄ粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾌﾟﾛ
ﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 1回 育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

普 Ⅰ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 移植3日前～移
植当日

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

移植3日前～移
植当日

移植3日前～移
植当日

移植3日前～移
植当日
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

もみ枯細菌病

白葉枯病

Dr.ｵﾘｾﾞﾌｪﾙﾃ
ﾗ粒剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾌﾟﾛ
ﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒剤

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

紋枯病

いもち病

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

普 Ⅰ

移植3日前～移
植当日

移植当日

- 163 -



育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

緑化期～移植
当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

Dr.ｵﾘｾﾞﾘﾃﾞｨ
ｱ箱粒剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰ
ﾙ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 移植3日前～移
植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

いもち病

ｳﾝｶ類

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

普 Ⅰ

ｲﾈｶﾗﾊﾞｴ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

移植3日前～移
植当日

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

移植3日前～移
植当日
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植7日前～移
植当日

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植3日前～移
植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

移植3日前～移
植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 移植当日

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

移植3日前～移
植当日

ｱﾝｺｰﾙ箱粒剤 ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾄﾘﾌ
ﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘﾑ･ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰ
ﾙ粒剤

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

普 Ⅰ
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｽﾀｳﾄｱﾚｽﾓﾝｶﾞ
ﾚｽ箱粒剤

ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙ･ｲｿﾁｱﾆ
ﾙ･ｲﾝﾋﾟﾙﾌﾙｷｻﾑ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 は種時(覆土
前)～移植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普 Ⅱ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

は種時(覆土
前)

苗立枯細菌病

穂枯れ(ごま葉枯病菌) は種時(覆土
前)～移植当日

紋枯病

ｲﾅｺﾞ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

1回 普 Ⅰ

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙ･ｲｿﾁｱﾆﾙ
粒剤

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｽﾀｳﾄｱﾚｽ箱粒
剤

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

苗立枯細菌病

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ･ｲｿﾁｱﾆﾙ粒
剤

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

いもち病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

1回 普 Ⅰ

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｽﾀｳﾄﾀﾞﾝﾄﾂ箱
粒剤

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｳﾝｶ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

ｽﾀｳﾄﾊﾟﾃﾞｨｰﾄ
箱粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ｲｿﾁｱ
ﾆﾙ粒剤

1回ｲﾅｺﾞ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

苗立枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

もみ枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

内穎褐変病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

白葉枯病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

普 Ⅰ

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

いもち病

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

もみ枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

内穎褐変病

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

普 Ⅰ

移植3日前～移
植当日

移植当日

移植3日前～移
植当日

もみ枯細菌病

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾂｲﾝｷｯｸ箱粒
剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾄﾙﾌﾟ
ﾛｶﾙﾌﾞ粒剤

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾅｺﾞ類

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

移植当日

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

白葉枯病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

苗立枯細菌病

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

内穎褐変病

白葉枯病

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

ﾂｲﾝﾊﾟﾃﾞｨｰﾄ
箱粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ｲｿﾁｱ
ﾆﾙ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

1回 普 Ⅰ

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

いもち病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 移植前3日～移
植当日

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

もみ枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

内穎褐変病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

白葉枯病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾗﾄｯ
ﾌﾟｱｸﾀﾗ箱粒
剤

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ･ﾋﾟﾛｷﾛﾝ粒
剤

ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ 移植当日 1回 育苗箱中の苗の上から均一に
散布する｡

普

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

苗立枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

稲こうじ病

内穎褐変病

白葉枯病

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 移植当日

ﾄﾘﾌﾟﾙｷｯｸ箱
粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ｼﾒｺﾅ
ｿﾞｰﾙ･ﾄﾙﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ粒
剤

ｲﾅｺﾞ類 移植当日 1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普 Ⅰ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 移植3日前～移
植当日

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 移植当日

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 移植3日前～移
植当日

いもち病

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

いもち病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

墨黒穂病

紋枯病

ﾌｧｰｽﾄｵﾘｾﾞﾊﾟ
ﾃﾞｨｰﾄ粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾌﾟﾛ
ﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 は種時(覆土
前)

1回 育苗箱の床土に均一に散布す
る｡
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗培土に均一に混和する｡

育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗培土に均一に混和する｡

育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

もみ枯細菌病

白葉枯病

ﾌｧｰｽﾄｵﾘｾﾞﾌｪ
ﾙﾃﾗ粒剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾌﾟﾛ
ﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒剤

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

1回 普 Ⅰ

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種前

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

いもち病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種前

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土に均一に混和す
る｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

普 Ⅰ

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

いもち病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ｳﾝｶ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

ﾌｧｰｽﾄｵﾘｾﾞﾘ
ﾃﾞｨｱ粒剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰ
ﾙ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

1回

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

もみ枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の床土に均一に散布す
る｡

白葉枯病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾊﾟ
ﾃﾞｨｰﾄ粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾁｱｼﾞ
ﾆﾙ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 緑化期～移植
当日

1回 本剤の所定量を育苗箱の上か
ら均一に散布する｡

普 Ⅰ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 移植3日前～移
植当日

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 緑化期～移植
当日

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ 移植3日前～移
植当日

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 緑化期～移植
当日

もみ枯細菌病

白葉枯病
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 移植3日前～移
植当日

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾌｪﾙﾃ
ﾗﾁｪｽL粒剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾋﾟﾒ
ﾄﾛｼﾞﾝ･ﾁｱｼﾞﾆﾙ粒剤

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

1回 本剤の所定量を育苗箱の上か
ら均一に散布する｡

普 Ⅰ

緑化期～移植
当日

ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾌｪﾙﾃ
ﾗｾﾞｸｻﾛﾝL粒
剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾄﾘﾌ
ﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘﾑ･ﾁｱｼﾞﾆﾙ粒
剤

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 緑化期～移植
当日

1回 本剤の所定量を育苗箱の上か
ら均一に散布する｡

普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

内穎褐変病 移植3日前～移
植当日

白葉枯病 緑化期～移植
当日
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

内穎褐変病 移植当日

白葉枯病 緑化期～移植
当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

普 Ⅰ

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈｶﾗﾊﾞｴ 移植当日

いもち病

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 移植当日

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 緑化期～移植
当日

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病 移植3日前～移
植当日

白葉枯病 緑化期～移植
当日

ﾌﾞｰﾝｱﾚｽ箱粒
剤

ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙ･ｼﾞｸﾛﾍﾞ
ﾝﾁｱｿﾞｸｽ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

1回

ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾌｪﾙﾃ
ﾗ粒剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾁｱ
ｼﾞﾆﾙ粒剤

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 移植当日 1回 本剤の所定量を育苗箱の上か
ら均一に散布する｡

普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 緑化期～移植
当日

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 移植3日前～移
植当日

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 緑化期～移植
当日
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

もみ枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 移植当日

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

いもち病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｳﾝｶ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種時(覆土
前)
は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一

に混和する｡
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)

は種時(覆土
前)～移植当日
は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一

に混和する｡
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾌﾞｰﾝﾊﾟﾃﾞｨｰﾄ
箱粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ｼﾞｸﾛ
ﾍﾞﾝﾁｱｿﾞｸｽ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 移植当日 普 Ⅰ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 移植当日 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

いもち病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

内穎褐変病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

白葉枯病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

苗立枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

もみ枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

内穎褐変病

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

白葉枯病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 移植当日 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ 移植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

200倍 は種時～移植
当日

高密度には種する場合は
50g/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り2.5～5g(希
釈倍数100～200倍))

移植10日前～
移植当日

200倍 は種時～移植
当日

400倍 は種時

高密度には種する場合は
50g/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り2.5～5g(希
釈倍数100～200倍))

移植10日前～
移植当日

200倍 は種時～移植
当日

400倍 は種時

高密度には種する場合は
50g/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り2.5～5g(希
釈倍数100～200倍))

移植10日前～
移植当日

200倍 は種時～移植
当日

400倍 は種時

高密度には種する場合は
50g/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り2.5～5g(希
釈倍数100～200倍))

移植10日前～
移植当日

200倍 は種時～移植
当日

400倍 は種時

高密度には種する場合は
50g/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り2.5～5g(希
釈倍数100～200倍))

移植10日前～
移植当日

200倍 は種時～移植
当日

高密度には種する場合は
50g/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り2.5～5g(希
釈倍数100～200倍))

移植10日前～
移植当日

200倍 は種時～移植
当日

高密度には種する場合は
50g/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り2.5～5g(希
釈倍数100～200倍))

移植10日前～
移植当日

200倍 は種時～移植
当日

高密度には種する場合は
50g/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り2.5～5g(希
釈倍数100～200倍))

移植10日前～
移植当日

普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

内穎褐変病

苗立枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾐﾈｸﾄﾌﾞﾗｽﾀｰ
顆粒水和剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ｲｿﾁｱ
ﾆﾙ水和剤

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 1回 灌注

穂枯れ(ごま葉枯病菌)
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾖｰﾊﾞﾙUG箱粒
剤

ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾋﾟﾒﾄﾛ
ｼﾞﾝ･ｲｿﾁｱﾆﾙ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 は種時(覆土
前)～移植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普 Ⅰ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病 移植3日前～移
植当日

内穎褐変病

白葉枯病 は種時(覆土
前)～移植当日
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日
は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一

に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

1回

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

もみ枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾖｰﾊﾞﾙﾄｯﾌﾟ箱
粒剤

ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ｲｿﾁｱﾆﾙ
粒剤

ｲﾅｺﾞ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

普 Ⅰ

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 移植3日前～移
植当日

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

いもち病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 移植3日前～移
植当日
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種時(覆土
前)
は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一

に混和する｡
高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 移植3日前～移
植当日

ﾖｰﾊﾞﾙﾌﾟﾗｲﾑ
EV箱粒剤

ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ｲｿﾁｱﾆ
ﾙ･ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 は種時(覆土
前)～移植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普 Ⅱ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

いもち病 育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

内穎褐変病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

白葉枯病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

苗立枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50～75g

育苗箱の上から均一に散布す
る｡
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普 Ⅰ

移植3日前～移
植当日

内穎褐変病

白葉枯病 は種時(覆土
前)～移植当日

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 移植3日前～移
植当日

紋枯病 は種時(覆土
前)～移植当日

ﾙｰﾁﾝｱﾄﾞｽﾋﾟﾉ
箱粒剤

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ･ｽﾋﾟﾉｻ
ﾄﾞ･ｲｿﾁｱﾆﾙ粒剤

ｲﾈｱｻﾞﾐｳﾏ 移植2日前～移
植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

いもち病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｳﾝｶ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

もみ枯細菌病

内穎褐変病 移植当日

白葉枯病 は種時(覆土
前)～移植当日

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

は種時(覆土
前)

苗立枯細菌病

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 移植当日
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

もみ枯細菌病

内穎褐変病 育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

ﾚｼｰﾄﾞﾌﾟﾗｽ箱
粒剤

ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ｼﾞｸﾛﾍﾞ
ﾝﾁｱｿﾞｸｽ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

1回 普 Ⅰ

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

いもち病 育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3㎝､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

は種時(覆土
前)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

稲大将箱粒
剤

ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙ･ｲｿﾁｱﾆ
ﾙ･ｲﾝﾋﾟﾙﾌﾙｷｻﾑ粒剤

ｲﾅｺﾞ類 は種時(覆土
前)～移植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普 Ⅱ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

白葉枯病 育苗箱(30×60×3㎝使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

育苗箱の苗の上から均一に散
布する｡
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3㎝､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

稲名人箱粒
剤

ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙ･ｲｿﾁｱﾆﾙ
粒剤

ｲﾅｺﾞ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

1回 普 Ⅰ

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

いもち病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

は種時(覆土
前)

苗立枯細菌病

穂枯れ(ごま葉枯病菌) は種時(覆土
前)～移植当日

紋枯病
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

もみ枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

内穎褐変病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

白葉枯病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｳﾝｶ類 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)
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◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

は種時(覆土
前)～移植当日

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

は種前 育苗箱の床土又は覆土に均一
に混和する｡

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

苗立枯細菌病 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

箱いり娘粒
剤

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ･ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ･
ｲｿﾁｱﾆﾙ･ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ粒
剤

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 移植7日前～移
植当日

1回
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

箱大臣粒剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ･ｲｿﾁｱﾆﾙ･ﾌ
ﾗﾒﾄﾋﾟﾙ粒剤

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 移植7日前～移
植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普 Ⅰ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

疑似紋枯症(褐色菌核
病菌)

疑似紋枯症(褐色紋枯
病菌)

疑似紋枯症(赤色菌核
病菌)

内穎褐変病

白葉枯病

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

紋枯病
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

防人箱粒剤 ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾄﾘﾌ
ﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘﾑ･ｲｿﾁｱﾆﾙ粒
剤

ｲﾈﾂﾄﾑｼ は種時(覆土
前)～移植当日

1回 育苗箱の上から均一に散布す
る｡

普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

紋枯病
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育苗箱施薬 育苗箱施薬

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使
用回数

使用方法 毒
性

魚
毒
性

・この項目に登載している農薬の農薬登録において、希釈倍数・使用量に「高密度には種する場合」、として農薬登録がある場合は、その希釈倍数・使用量は掲載しているとみなします。

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

育苗箱(30×60×3cm､使用土壌約5
㍑)1箱当り50g

高密度には種する場合は
1kg/10a(育苗箱(30×60×3cm､使
用土壌約5㍑)1箱当り50～100g)

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌)

は種時(覆土
前)

穂枯れ(ごま葉枯病菌) は種時(覆土
前)～移植当日
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は種同時土中施用 は種同時土中施用

（３）は種同時土中施用
◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

紋枯病

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

紋枯病

Dr.ｵﾘｾﾞﾊﾟ
ﾃﾞｨｰﾄ粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ
ﾙ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ
粒剤

1kg/10a は種時 1回 は種同時施薬機を用
いて土中施用する｡

は種同時施薬機を用
いて土中施用する｡

普 ⅡCs.ｵﾘｾﾞﾘﾃﾞｨｱ
EV箱粒剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ･ﾌﾟﾛ
ﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ･ﾍﾟﾝﾌ
ﾙﾌｪﾝ粒剤

1kg/10a は種時 1回

普

1回 は種同時施薬機を用
いて土中施用する｡

Ⅰ

Dr.ｵﾘｾﾞﾌｪﾙﾃﾗ
粒剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ
ﾙ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ
粒剤

1kg/10a は種時 1回 は種同時施薬機を用
いて土中施用する｡

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｽﾀｳﾄﾀﾞﾝﾄﾂ箱
粒剤

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ･ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ粒剤

1kg/10a は種時 1回 は種同時施薬機を用
いて土中施用する｡

普 Ⅰ

Dr.ｵﾘｾﾞﾘﾃﾞｨｱ
箱粒剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ･ﾌﾟﾛ
ﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒剤

1kg/10a は種時

普 Ⅰ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾐﾈｸﾄ箱
粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ
ﾙ･ﾋﾟﾛｷﾛﾝ粒剤

1kg/10a は種時 1回 は種同時施薬機を用
いて土中施用する｡

普 Ⅰ

ﾀﾞﾝﾄﾂ箱粒剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ粒剤 1kg/10a は種時 1回 は種同時施薬機を用
いて土中施用する｡

普 Ⅰ

箱いり娘粒剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ･ｽﾋﾟ
ﾈﾄﾗﾑ･ｲｿﾁｱﾆﾙ･
ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ粒剤

1kg/10a は種時 1回

ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾊﾟ
ﾃﾞｨｰﾄ粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ
ﾙ･ﾁｱｼﾞﾆﾙ粒剤

1kg/10a は種時 1回 は種同時施薬機を用
いて土中施用する｡

は種同時施薬機を用
いて土中施用する｡

普 Ⅰ
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は種同時土中施用 は種同時土中施用

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

紋枯病

普 Ⅰ箱大臣粒剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ･ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ･ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ
粒剤

1kg/10a は種時 1回 は種同時施薬機を用
いて土中施用する｡
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側条施用 側条施用

（４）側条施用
◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｵﾘｾﾞﾒｰﾄ粒剤 ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒剤 いもち病 3kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ

移植時 ﾍﾟｰｽﾄ肥料に混合し側
条施肥田植機で施用
する｡

湛水直播時 ﾍﾟｰｽﾄ肥料に混合し側
条施肥は種機で施用
する｡

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 100～200g/10a

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ﾁｱｼﾞﾆﾙ水和剤 いもち病 原液 移植時 1回 ﾍﾟｰｽﾄ肥料に混合し側
条施肥田植機で施用
する｡

普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

紋枯病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

Cs.ｵﾘｾﾞﾘﾃﾞｨｱ
箱粒剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅ
ｿﾞｰﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用

普 Ⅰｵﾘｾﾞﾒｰﾄ顆粒
水和剤

ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ水和
剤

いもち病 500g/10a 1回

劇 ⅠﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶
剤

ｶﾙﾀｯﾌﾟ水溶剤 移植時 1回 ﾍﾟｰｽﾄ肥料に溶かし側
条施肥田植機で施用
する｡200g/10a

Cs.ｵﾘｾﾞﾘﾃﾞｨｱ
EV箱粒剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅ
ｿﾞｰﾙ･ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普

ﾘﾃﾞｨｱNT箱粒
剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ粒剤 1kg/10a 移植時 1回 側条施用

Ⅱ

1kg/10a 移植時 1回 側条施用

普 Ⅰ

普 Ⅰ

普 Ⅰ

Dr.ｵﾘｾﾞﾊﾟ
ﾃﾞｨｰﾄ粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･
ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ

Dr.ｵﾘｾﾞｱﾄﾞﾏｲ
ﾔｰ箱粒剤

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ･ﾌﾟ
ﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒剤
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側条施用 側条施用

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

いもち病

紋枯病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

普 Ⅰ

ｽﾀｳﾄﾀﾞﾝﾄﾂ箱
粒剤

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ･ｲｿﾁｱﾆ
ﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ

ｽﾀｳﾄｱﾚｽ箱粒
剤

ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙ･ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用

1回 側条施用 普 Ⅰ

Dr.ｵﾘｾﾞﾌｪﾙﾃﾗ
粒剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･
ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ

Dr.ｵﾘｾﾞﾌｪﾙﾃﾗ
ｸﾞﾚｰﾀﾑ粒剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･
ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ･ﾌﾟﾛﾍﾞ
ﾅｿﾞｰﾙ粒剤

1kg/10a 移植時

普 Ⅰ

ｽﾀｳﾄｱﾚｽﾓﾝｶﾞﾚ
ｽ箱粒剤

ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙ･ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ･ｲﾝﾋﾟﾙﾌﾙｷｻﾑ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅱ

Dr.ｵﾘｾﾞﾘﾃﾞｨｱ
箱粒剤

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ･ﾌﾟﾛﾍﾞﾅ
ｿﾞｰﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用

ｽﾀｳﾄﾊﾟﾃﾞｨｰﾄ
箱粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ｲ
ｿﾁｱﾆﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ

ﾂｲﾝｷｯｸ箱粒剤 ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾄ
ﾙﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾐﾈｸﾄ箱
粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･
ﾋﾟﾛｷﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾗﾄｯﾌﾟ
ｱｸﾀﾗ箱粒剤

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ･ﾋﾟﾛｷﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ
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側条施用 側条施用

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

紋枯病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

いもち病

ｳﾝｶ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

いもち病

紋枯病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

紋枯病

普 Ⅰ

ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾌｪﾙﾃﾗ
ｾﾞｸｻﾛﾝL粒剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･
ﾄﾘﾌﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘﾑ･ﾁｱ
ｼﾞﾆﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ

ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾊﾟ
ﾃﾞｨｰﾄ粒剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ﾁ
ｱｼﾞﾆﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用

1kg/10a 移植時 1回 側条施用

1回 側条施用

普 Ⅰ

ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾊﾞｲｿﾝ
粒剤

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ･ﾁｱｼﾞ
ﾆﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ

ﾄﾘﾌﾟﾙｷｯｸ箱粒
剤

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･ｼ
ﾒｺﾅｿﾞｰﾙ･ﾄﾙﾌﾟﾛｶ
ﾙﾌﾞ粒剤

普 Ⅰ

稲大将箱粒剤 ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙ･ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ･ｲﾝﾋﾟﾙﾌﾙｷｻﾑ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用

ﾌｪﾙﾃﾗｾﾞｸｻﾛﾝ
箱粒剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･
ﾄﾘﾌﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘﾑ粒
剤

1kg/10a 移植時

側条ｵﾘｾﾞﾒｰﾄ
ﾌｪﾙﾃﾗ顆粒水
和剤

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ･
ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ水和
剤

500g/10a 移植時 1回

稲名人箱粒剤 ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙ･ｲｿﾁ
ｱﾆﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用

箱いり娘粒剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ･ｽﾋﾟﾈﾄ
ﾗﾑ･ｲｿﾁｱﾆﾙ･ﾌﾗﾒﾄ
ﾋﾟﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用

ﾍﾟｰｽﾄ肥料に混合し側
条施肥田植機で施用
する｡

普 Ⅰ

普 Ⅰ
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側条施用 側条施用

◆注意事項

・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。

・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

いもち病

紋枯病

箱大臣粒剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ･ｲｿﾁｱﾆ
ﾙ･ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 側条施用 普 Ⅰ
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（５）本田殺虫・殺菌剤（粒剤タイプ）
◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

いもち病 葉いもちには初
発の10日前～初
発時穂いもちに
は出穂3～4週間
前 収穫14日前
まで

もみ枯細菌病

白葉枯病

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 出穂3～4週間前
収穫14日前まで

ｵﾘｾﾞﾒｰﾄ粒
剤20

ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒
剤

いもち病 1kg/10a 収穫14日前まで 2回以内 散布 普 Ⅰ

いもち病

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

いもち病

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

いもち病

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

ｺﾗﾄｯﾌﾟ1ｷﾛ
粒剤12

ﾋﾟﾛｷﾛﾝ粒剤 いもち病 1～1.5kg/10a 葉いもちに対し
ては初発10日前
～初発時 穂い
もちに対しては
出穂30日前～5
日前まで

2回以内 散布 普 Ⅰ

ｺﾗﾄｯﾌﾟｼﾞｬ
ﾝﾎﾞP

ﾋﾟﾛｷﾛﾝ粉粒剤 いもち病 小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)10～13個
(500～
650g)/10a

葉いもちに対し
ては初発20日前
～初発時 穂い
もちに対しては
出穂30日前～5
日前まで

2回以内 水田に小包装(ﾊﾟｯｸ)
のまま投げ入れる｡

普 Ⅰ

いもち病 250～375g/10a ・葉いもちに対
しては初発10日
前～初発時・穂
いもちに対して
は出穂30日前～
5日前まで

もみ枯細菌病 375g/10a 出穂30日前～5
日前まで

Ⅰｺﾗﾄｯﾌﾟ豆
つぶ

ﾋﾟﾛｷﾛﾝ剤 2回以内 散布 普

Ⅰ

ｺﾞｳｹﾂ粒剤 ﾄﾙﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ粒
剤

3～4kg/10a 出穂5日前まで
但し､収穫30日
前まで

1回 湛水散布 普 Ⅰ

ｺﾞｳｹﾂﾊﾟｯｸ ﾄﾙﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ粒
剤

小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(450g)/10a

出穂5日前まで
但し､収穫30日
前まで

1回 水田に小包装(ﾊﾟｯｸ)
のまま投げ入れる｡

湛水散布 普 Ⅰｺﾞｳｹﾂ1ｷﾛ
粒剤

ﾄﾙﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ粒
剤

1kg/10a 出穂5日前まで
但し､収穫30日
前まで

1回

普

普 Ⅰｵﾘｾﾞﾒｰﾄ粒
剤

ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ粒
剤

3～4kg/10a 2回以内 散布

移植活着後及び
出穂3～4週間前
収穫14日前まで
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

いもち病 3～4kg/10a 葉いもちに対し
ては初発10日前
～初発時 穂い
もちに対しては
出穂30日前～5
日前まで

もみ枯細菌病 4kg/10a 出穂30日前～5
日前まで

いもち病

もみ枯細菌病

内穎褐変病

白葉枯病

いもち病 小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)10～15個
(750～
1125g)/10a

葉いもちに対し
ては初発7～10
日前 穂いもち
に対しては出穂
10～30日前 但
し､収穫14日前
まで

稲こうじ病 小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)15個
(1125g)/10a

出穂10～30日前
但し､収穫14日
前まで

いもち病 3～4kg/10a

稲こうじ病 4kg/10a

紋枯病 3～4kg/10a

いもち病 3～5kg/10a 葉いもちに対し
ては初発7～10
日前 穂いもち
に対しては出穂
10～30日前　但
し､収穫30日前
まで

稲こうじ病 3～4kg/10a

小粒菌核病 4～5kg/10a

ﾓﾝｶｯﾄ粒剤 ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ粒剤 紋枯病 3～4kg/10a 出穂30～10日前
但し､収穫14日
前まで

4回以内 湛水散布 普 Ⅰ

稲こうじ病 1～1.3kg/10a

墨黒穂病 1kg/10a

紋枯病 1～1.3kg/10a

Ⅰ

Ⅰ

出穂10～30日前
但し､収穫30日
前まで

普 Ⅰﾓﾝｶﾞﾘｯﾄ1ｷ
ﾛ粒剤

ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ粒剤 収穫30日前まで 2回以内 湛水散布

ﾌｼﾞﾜﾝ粒剤 ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ粒
剤

2回以内 湛水散布 普

Ⅰ

普 Ⅰ

ﾌｼﾞﾜﾝﾓﾝｶｯ
ﾄ粒剤

ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ･ﾌﾙ
ﾄﾗﾆﾙ粒剤

出穂30～10日前
但し､収穫30日
前まで

2回以内

ﾌｼﾞﾜﾝﾊﾟｯｸ ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ粉
粒剤

2回以内 水田に小包装(ﾊﾟｯｸ)
のまま投げ入れる｡

湛水散布 普

ｻﾝﾌﾞﾗｽ粒
剤

ﾄﾙﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ粒
剤

3～4kg/10a 出穂5日前まで
但し､収穫30日
前まで

1回 湛水散布

ｺﾗﾄｯﾌﾟ粒
剤5

ﾋﾟﾛｷﾛﾝ粒剤 2回以内 散布

普 Ⅰ

普
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

稲こうじ病

疑似紋枯症(灰色菌核病
菌)

疑似紋枯症(褐色菌核病
菌)

疑似紋枯症(褐色紋枯病
菌)

疑似紋枯症(赤色菌核病
菌)

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

穂枯れ(すじ葉枯病菌)

墨黒穂病

紋枯病

ﾘﾄﾞﾐﾙ粒剤
2

ﾒﾀﾗｷｼﾙ粒剤 黄化萎縮病 6kg/10a 収穫90日前まで 2回以内 散布 普 Ⅰ

疑似紋枯症(褐色菌核病
菌)
疑似紋枯症(赤色菌核病
菌)
紋枯病

いもち病

白葉枯病

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ｼﾞｬﾝﾎﾞた
にしくん

ﾒﾀｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ粒
剤

ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ 1～2kg/10a 収穫60日前まで 2回以内 散布 普 Ⅰ

ｽｸﾐﾉﾝ ﾒﾀｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ粒
剤

ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ 1～4kg/10a 収穫60日前まで 2回以内 散布又は無人航空機
による散布（但し、
散布のみとする。）

普 Ⅰ

Ⅰ

ｱﾙﾊﾞﾘﾝ粒
剤

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ粒剤 3kg/10a 収穫7日前まで 3回以内

ｷﾗｯﾌﾟ粒剤 ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ粒剤 3kg/10a 収穫14日前まで 2回以内 湛水散布

散布 普 Ⅰ

普

ﾙｰﾁﾝ粒剤 ｲｿﾁｱﾆﾙ粒剤 1kg/10a 収穫30日前まで 2回以内 湛水散布

散布 普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾘﾝﾊﾞｰ粒剤 ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ粒剤 3～4kg/10a 収穫30日前まで 2回以内

2回以内 湛水散布ﾓﾝｶﾞﾘｯﾄ粒
剤

ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ粒剤 3～4kg/10a 収穫30日前まで Ⅰ

4kg/10a

3～4kg/10a

普
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｳﾝｶ類 250～500g/10a

ｶﾒﾑｼ類 250g/10a

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 250～500g/10a

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｳﾝｶ類 3kg/10a

ｶﾒﾑｼ類 3～4kg/10a

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

3kg/10a 収穫7日前まで 3回以内

普 Ⅰ

3kg/10a

普 Ⅰ

ﾀﾞﾝﾄﾂ粒剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ粒剤 収穫7日前まで 3回以内 散布

散布 普 Ⅰｽﾀｰｸﾙ粒剤 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ粒剤

散布 普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｽﾀｰｸﾙ1ｷﾛH
粒剤

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ粒剤 1kg/10a 収穫7日前まで 3回以内

ｽﾀｰｸﾙ豆つ
ぶ

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ剤 収穫7日前まで 3回以内 散布

ｽﾀｰｸﾙﾒｲﾄ1
ｷﾛH粒剤

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ粒剤 1kg/10a 収穫7日前まで 3回以内 散布
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使

用回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈｿﾞｳﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ第1世代 3kg/10a

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ(食害防止) 4kg/10a

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

劇 Ⅰ

3～4kg/10a

ﾊﾟﾀﾞﾝ粒剤
4

ｶﾙﾀｯﾌﾟ粒剤 3～4kg/10a 収穫30日前まで 6回以内 散布

散布 普 Ⅰﾄﾚﾎﾞﾝ粒剤 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ
粒剤

2～3kg/10a 収穫21日前まで 3回以内
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（６）本田殺虫・殺菌剤（粒剤タイプを除く）
◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

いもち病

稲こうじ病

白葉枯病

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

墨黒穂病

紋枯病

ｶｽﾐﾝ液剤 ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ液
剤

いもち病 1000倍 穂揃期まで 2回以内 散布 普 Ⅰ

いもち病

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

いもち病

もみ枯細菌病

内穎褐変病

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

いもち病

稲こうじ病

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

いもち病

ごま葉枯病

もみ枯細菌病

稲こうじ病

内穎褐変病

変色米(ｱﾙﾀﾅﾘｱ菌)

変色米(ｴﾋﾟｺｯｶﾑ菌)

変色米(ｶｰﾌﾞﾗﾘｱ菌)

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

いもち病

ごま葉枯病

もみ枯細菌病

稲こうじ病

内穎褐変病

変色米(ｶｰﾌﾞﾗﾘｱ菌)

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

穂枯れ(すじ葉枯病菌)

普 Ⅰ

4kg/10a

3～4kg/10a

ﾉﾝﾌﾞﾗｽ粉剤
DL

ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ･
ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ粉剤

3～4kg/10a 収穫7日前まで 2回以内 散布

散布 普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾉﾝﾌﾞﾗｽﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ･
ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ水和
剤

1000倍 収穫7日前まで 2回以内

ﾄﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾃﾌﾞﾌﾛｷﾝ水和
剤

1000倍 収穫14日前まで 2回以内 散布

Ⅰ

ﾀﾞﾌﾞﾙｶｯﾄ粉
剤3DL

ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ･ﾄﾘ
ｼｸﾗｿﾞｰﾙ粉剤

3～4kg/10a 穂揃期まで 2回以内 散布 普 Ⅰ

ﾀﾞﾌﾞﾙｶｯﾄﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ･ﾄﾘ
ｼｸﾗｿﾞｰﾙ水和
剤

1000倍 穂揃期まで 2回以内 散布

散布 普 Ⅰｵﾘﾌﾞﾗｲﾄ250G ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ
剤

250g/10a 出穂10日前まで
ただし､収穫45
日前まで

1回

普
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ﾊﾞｼﾀｯｸｿﾞﾙ ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ水和
剤

紋枯病 800～1000倍 収穫14日前まで 3回以内 散布 普 Ⅰ

疑似紋枯症(褐色菌核病菌)

疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)

疑似紋枯症(赤色菌核病菌)

紋枯病 1000～1500倍

もみ枯細菌病

疑似紋枯症(褐色菌核病菌)

疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)

疑似紋枯症(赤色菌核病菌)

紋枯病

疑似紋枯症(褐色菌核病菌)

疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)

疑似紋枯症(赤色菌核病菌)

紋枯病

ﾋﾞｰﾑｿﾞﾙ ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ水
和剤

いもち病 1000倍 収穫7日前まで 3回以内 散布 劇 Ⅰ

いもち病 3～4kg/10a

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 4kg/10a

いもち病

稲こうじ病

いもち病

ごま葉枯病

もみ枯細菌病

稲こうじ病

褐条病

内穎褐変病

変色米(ｱﾙﾀﾅﾘｱ菌)

変色米(ｴﾋﾟｺｯｶﾑ菌)

変色米(ｶｰﾌﾞﾗﾘｱ菌)

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

墨黒穂病

いもち病

ごま葉枯病

もみ枯細菌病

稲こうじ病

内穎褐変病

変色米(ｴﾋﾟｺｯｶﾑ菌)

変色米(ｶｰﾌﾞﾗﾘｱ菌)

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

穂枯れ(すじ葉枯病菌)

普 Ⅰ

4kg/10a

3～4kg/10a

ﾌﾞﾗｼﾝ粉剤DL ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ･ﾌｻﾗ
ｲﾄﾞ粉剤

3～4kg/10a 収穫7日前まで 2回以内 散布

散布 普 Ⅰﾌﾞﾗｼﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ･ﾌｻﾗ
ｲﾄﾞ水和剤

1000倍 収穫7日前まで 2回以内

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾌｼﾞﾜﾝ乳剤 ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ乳
剤

1000倍 収穫14日前まで 2回以内 散布

ﾋﾞｰﾑ粉剤DL ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ粉
剤

収穫7日前まで 3回以内 散布

Ⅰ

ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ粉剤
DL

ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝ粉
剤

3～4kg/10a 収穫14日前まで 5回以内 散布 普 Ⅰ

ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ液剤
5

ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝ液
剤

1000倍 収穫14日前まで 5回以内 散布

散布 普 Ⅰﾊﾞｼﾀｯｸ水和
剤75

ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ水和
剤

1000倍 収穫14日前まで 3回以内

普
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本田殺虫・殺菌剤（粒剤タイプを除く） 本田殺虫・殺菌剤（粒剤タイプを除く）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

疑似紋枯症(褐色菌核病菌)

疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)

疑似紋枯症(赤色菌核病菌)

紋枯病

疑似紋枯症(褐色菌核病菌)

疑似紋枯症(褐色紋枯病菌)

疑似紋枯症(赤色菌核病菌)

紋枯病 1000～1500倍

疑似紋枯症(褐色菌核病菌)

疑似紋枯症(赤色菌核病菌)

紋枯病

ﾓﾝｾﾚﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾍﾟﾝｼｸﾛﾝ水和
剤

紋枯病 1500倍 収穫21日前まで 4回以内 散布 普 Ⅰ

ﾓﾝｾﾚﾝ粉剤DL ﾍﾟﾝｼｸﾛﾝ粉剤 紋枯病 3～4kg/10a 収穫21日前まで 4回以内 散布 普 Ⅰ

ﾗﾌﾞｻｲﾄﾞﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾌｻﾗｲﾄﾞ水和
剤

いもち病 1000～1500倍 収穫7日前まで 3回以内 散布 普 Ⅰ

ﾗﾌﾞｻｲﾄﾞ粉剤
DL

ﾌｻﾗｲﾄﾞ粉剤 いもち病 3～4kg/10a 収穫7日前まで 3回以内 散布 普 Ⅰ

稲こうじ病 3～4kg/10a

墨黒穂病 4kg/10a

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ｳﾝｶ類 3000倍

ｶﾒﾑｼ類 2000倍

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 3000倍

ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒
水溶剤

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶
剤

収穫7日前まで 3回以内 散布

普 Ⅰ

普 Ⅰ

散布 普 Ⅰ

普 Ⅰ

Ⅰ

ﾓﾝｶｯﾄ水和剤 ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ水和
剤

1000倍 収穫14日前まで 4回以内

ｱﾙﾊﾞﾘﾝ粉剤
DL

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ粉剤 3kg/10a 収穫7日前まで 3回以内 散布

Zﾎﾞﾙﾄﾞｰ粉剤
DL

銅粉剤 出穂10日前まで - 散布

ﾓﾝｶｯﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ水和
剤

1000倍 収穫14日前まで 4回以内 散布

散布 普 Ⅰﾓﾝｶｯﾄﾌｧｲﾝ粉
剤20DL

ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ粉剤 3～4kg/10a 収穫14日前まで 4回以内

普
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1000倍

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 1000～2000倍

ｲﾈﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 2000倍

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 1500～2000倍

ｶﾒﾑｼ類 1000倍

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 1500～2000倍

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ第1世代 1000～1500倍

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ第2世代 800～1000倍

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ 1500～2000倍

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 1000倍

ｳﾝｶ類幼虫

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ幼虫

普 Ⅰ

劇 Ⅰｴﾙｻﾝ乳剤 PAP乳剤

ｵｰｹｽﾄﾗﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ﾍﾞﾝｽﾞﾋﾟﾘﾓｷｻ
ﾝ水和剤

1000倍 収穫7日前まで 3回以内 散布

収穫7日前まで 2回以内 散布

普 Ⅰ

Ⅰ

ｴﾐﾘｱﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ水和
剤

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 1000倍 収穫7日前まで 2回以内 散布

3回以内 散布 普

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ｴｸｼｰﾄﾞ粉剤
DL

ｽﾙﾎｷｻﾌﾛﾙ粉
剤

3kg/10a 収穫7日前まで

3回以内 散布ｴｸｼｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ｽﾙﾎｷｻﾌﾛﾙ水
和剤

ｲﾅｺﾞ類 2000倍 収穫7日前まで Ⅰ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

普
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ｳﾝｶ類 3000倍

ｶﾒﾑｼ類 2000倍

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 3000倍

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｱﾜﾖﾄｳ

ｲﾈｼﾝｶﾞﾚｾﾝﾁｭｳ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 1000～2000倍

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 2500倍

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ第1世代 1000～2000倍

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ第2世代 800～1000倍

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ 1000倍

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 2000～4000倍

ｽﾀｰｸﾙ顆粒水
溶剤

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶
剤

収穫7日前まで 3回以内 散布

散布ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1000倍 収穫21日前まで 2回以内

1000倍

普 Ⅰ

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｽﾀｰｸﾙ粉剤DL ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ粉剤 3kg/10a 収穫7日前まで Ⅰ普3回以内 散布

ｽﾀｰｸﾙ液剤10 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ液剤 1000倍 収穫7日前まで 3回以内 散布

3回以内 散布

普 Ⅰ

ｽﾀｰｸﾙﾒｲﾄ液
剤10

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ液剤 1000倍 収穫7日前まで Ⅰ普

1000～2000倍

ｷﾗｯﾌﾟ粉剤DL ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ粉剤 3～4kg/10a 収穫14日前まで 2回以内 散布

散布 普 Ⅰｷﾗｯﾌﾟﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ水和
剤

2000倍 収穫14日前まで 2回以内
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｲﾅｺﾞ類 4kg/10a

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 3kg/10a

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 3kg/10a

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 1000～2000倍

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 2000～4000倍

散布 - -ﾁｭｰﾝｱｯﾌﾟ顆
粒水和剤

BT水和剤 2000～4000倍 発生初期 但し､
収穫前日まで

-

普 Ⅰﾀﾞﾝﾄﾂ粉剤DL ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ粉
剤

収穫7日前まで 3回以内 散布

3～4kg/10a

普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 1000倍

4000倍

ｳﾝｶ類 1000倍

4000倍

ｶﾒﾑｼ類

収穫7日前まで 3回以内 散布

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水
溶剤

ｲﾈｱｻﾞﾐｳﾏ 4000倍

1000倍

4000倍

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

普 Ⅰ

ﾀﾞﾝﾄﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水
和剤

ｲﾅｺﾞ類 5000倍 普 Ⅰ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｳﾝｶ類 1250倍

5000倍

ｶﾒﾑｼ類 1250倍

5000倍

収穫7日前まで 3回以内 散布

ｽﾐﾁｵﾝ粉剤
2DL

MEP粉剤 3～4kg/10a 収穫21日前まで 2回以内
(但し､出
穂前は1
回)

散布
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 2000倍

ｳﾝｶ類 1000～2000倍

ｶﾒﾑｼ類 2000倍

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 1000倍

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 1000～2000倍

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 4kg/10a

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 3～4kg/10a

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 3kg/10a

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ成虫

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 3kg/10a

普 Ⅰ

3～4kg/10a

ﾄﾚﾎﾞﾝ粉剤DL ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ
粉剤

3～4kg/10a 収穫7日前まで 3回以内 散布

Ⅰ

ﾄﾚﾎﾞﾝ乳剤 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ
乳剤

1000～2000倍 収穫14日前まで 3回以内 散布 普 Ⅰ

ﾄﾚﾎﾞﾝEW ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ
乳剤

1000倍 収穫14日前まで 3回以内 散布 普
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本田殺虫・殺菌剤（粒剤タイプを除く） 本田殺虫・殺菌剤（粒剤タイプを除く）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

ｲﾅｺﾞ類

ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ｳﾝｶ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ第1世代

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 1500倍

ｲﾈﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 1500～3000倍

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

いもち病

ｶﾒﾑｼ類

いもち病

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

いもち病

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

穂枯れ(ごま葉枯病菌)

いもち病

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

稲こうじ病

普

普 Ⅰ

Ⅰ

ﾄﾗｲｴﾐﾘｱﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾌﾙﾋﾟﾘﾐﾝ･ﾃﾌﾞ
ﾌﾛｷﾝ水和剤

1000倍 収穫14日前まで Ⅰ

ﾄﾗｲﾄﾗﾑﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ･ﾃﾌﾞ
ﾌﾛｷﾝ水和剤

1000倍 収穫14日前まで 2回以内 散布

2回以内 散布

ﾗﾌﾞｻｲﾄﾞK2ﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ･ﾌｻﾗ
ｲﾄﾞ水和剤

1000倍 収穫14日前まで Ⅰ

ﾀﾞﾌﾞﾙｶｯﾄｽﾀｰ
ｸﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ･ｶｽ
ｶﾞﾏｲｼﾝ･ﾄﾘｼｸ
ﾗｿﾞｰﾙ水和剤

1000倍 穂揃期まで 2回以内 散布

2回以内 散布 普

普

普 Ⅰ

ﾊﾟﾀﾞﾝ粉剤DL ｶﾙﾀｯﾌﾟ粉剤 3～4kg/10a

ﾛﾑﾀﾞﾝ粉剤DL ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ
粉剤

3～4kg/10a 収穫14日前まで 2回以内 散布

6回以内 散布収穫21日前まで Ⅰ

劇 Ⅰ

Ⅰ普

普

ﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶
剤

ｶﾙﾀｯﾌﾟ水溶
剤

収穫21日前まで 6回以内 散布

3回以内 本田に水溶性容器
のまま投げ入れる｡

1500倍

なげこみﾄﾚ
ﾎﾞﾝ

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ
油剤

水溶性容器6
～10個(300～
500mL)/10a

5葉期以降 収穫
21日前まで

水溶性容器4
～6個(200～
300mL)/10a

水溶性容器10
個
(500mL)/10a
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は、原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用病害虫名 希釈倍数使用量 使用時期 本剤の使用

回数
使用方法 毒

性
魚
毒
性

いもち病

ｳﾝｶ類

ｶﾒﾑｼ類

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

Ⅰ2回以内 散布 普ﾄﾗｲﾄﾚﾎﾞﾝ粉
剤DL

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸ
ｽ･ﾃﾌﾞﾌﾛｷﾝ粉
剤

3～4kg/10a 収穫14日前まで
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

（７）除草剤
※使用の際、環境への影響を考慮し、畦畔等からの漏水防止と農薬散布後１週間は止水を行う（落水、かけ流しはしない）。
※除草剤によっては使用方法として水口施用できる薬剤もあるが、本県では水口施用は行わないよう指導する。

①移植用　一発処理剤
◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｶﾂｷｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎ
ﾝ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘ
ｵﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙ
ﾌﾛﾝ剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(250g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 但し､収
穫60日前ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､収穫
60日前まで

湛水散
布

田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰｱｶﾂｷ1ｷﾛ
粒剤

ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎ
ﾝ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘ
ｵﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙ
ﾌﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回

- 219 -



除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｶﾂｷ豆つ
ぶ250

ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎ
ﾝ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘ
ｵﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙ
ﾌﾛﾝ剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

250g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 但し､収
穫60日前ま
で

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布､水口
施用又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

普 Ⅰｱｶﾂｷﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎ
ﾝ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘ
ｵﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙ
ﾌﾛﾝ水和剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 原液湛
水散布

湛水散
布

普 ⅠｱｸｼｽﾞMX1
ｷﾛ粒剤

ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ･
ﾒｿﾄﾘｵﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 移植後7日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期 ただし､
収穫45日前
まで

1回
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ4葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｱｯﾄｳZ1ｷﾛ
粒剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

ｱｯﾄｳZﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ水和剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回

ｱｯﾄｳZｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期 ただし､
収穫60日前
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰｱｯﾄｳ
Z400FG

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

400g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期 ただし､
収穫60日前
まで

1回

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｱｯﾊﾟﾚZ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

ｱｯﾊﾟﾚZﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ水和剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回

ｱｯﾊﾟﾚZ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰｱｯﾊﾟﾚ
Z400FG

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ粒剤

400g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし､
移植後30日
まで

1回

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｱﾈｼｽ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝｴﾁﾙ･ﾌﾞﾀｸ
ﾛｰﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

原液湛
水散布
又は水
口施用

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

ｲﾈｷﾝｸﾞ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(500g)/
10a

1回 普 Ⅰ

湛水散
布のみ
とす
る。

移植後1日
～ﾉﾋﾞｴ2.5
葉期､ただ
し移植後30
日まで

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

ｲﾈｷﾝｸﾞ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｲﾈｷﾝｸﾞﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布
又は無
人航空
機によ
る滴下

原液湛
水散布
のみと
する。

ｲﾉｰﾊﾞDX
ｱｯﾌﾟ1ｷﾛ
粒剤51

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾌｪ
ﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌ
ﾛﾝﾒﾁﾙ粒剤

湛水散
布

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

砂壌
土～
埴土

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾌﾞﾛ
ﾓﾌﾞﾁﾄﾞ･ﾍﾞ
ﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(500g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 水口施
用又は
水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる、
のみと
する｡

普 Ⅰ

ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝ
1ｷﾛ粒剤

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾌﾞﾛ
ﾓﾌﾞﾁﾄﾞ･ﾍﾞ
ﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期但し､移
植後30日ま
で
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｳﾙﾃｨﾓZ1ｷ
ﾛ粒剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3.5葉
期ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝ
ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾌﾞﾛ
ﾓﾌﾞﾁﾄﾞ･ﾍﾞ
ﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ(北海道を除く)

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ(北海道を除く)

水田一年生雑草

ｴｰﾜﾝ1ｷﾛ
粒剤

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ粒剤

1kg/10a 移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 湛水散
布又は
無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる散
布

砂壌
土～
埴土

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ｳﾙﾃｨﾓZ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(350g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｳﾙﾃｨﾓZﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ水和
剤

500mL/1
0a

1回 普 Ⅰ

ｳﾙﾃｨﾓ
Z350FG

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

350g/10
a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ(北海道､東北を除く)

ｾﾘ(北陸を除く)

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ(北海道を除く)

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ(北海道を除く)

ｾﾘ(北陸を除く)

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ(北海道を除く)

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｴﾝﾍﾟﾗｰ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸ
ﾒﾁﾙ･ﾌｪﾝｷﾉ
ﾄﾘｵﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､収穫
60日前まで

湛水散
布

ｴｰﾜﾝﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ水和剤

500mL/1
0a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 原液湛
水散布
又は水
口施用
又は無
人ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰによ
る滴下

砂壌
土～
埴土

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ

ｴｰﾜﾝｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ2.5
葉期 但し､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

砂壌
土～
埴土

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

250g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､収穫
60日前まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布､水口
施用又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰｴﾝﾍﾟﾗｰ豆
つぶ250

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸ
ﾒﾁﾙ･ﾌｪﾝｷﾉ
ﾄﾘｵﾝ剤

ｴﾝﾍﾟﾗｰﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸ
ﾒﾁﾙ･ﾌｪﾝｷﾉ
ﾄﾘｵﾝ水和
剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､移植
後30日まで

原液湛
水散布
又は水
口施用

原液湛
水散布
のみと
する。

ｴﾝﾍﾟﾗｰ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸ
ﾒﾁﾙ･ﾌｪﾝｷﾉ
ﾄﾘｵﾝ剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(250g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､移植
後30日まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｵｲｶｾﾞZﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ水和剤

500mL/1
0a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ

ｶｲﾘｷZ1ｷﾛ
粒剤

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾌﾟﾛ
ﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､移植
後30日まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

250g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期 ただ
し､収穫60
日前まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ｵｲｶｾﾞZ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
収穫60日前
まで

2回以
内

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｵｲｶｾﾞ
Z250FG

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

ｵｲｶｾﾞZ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 2回以
内

田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､収
穫60日前ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

一年生雑草

多年生広葉雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｶｳﾝｼﾙｺﾝ
ﾌﾟﾘｰﾄ1ｷﾛ
粒剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝ粒
剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

※薬害
を生じ
るおそ
れがあ
るの
で、後
作物と
してな
す、た
まねぎ
および
さやえ
んどう
は栽培
しない
こと。

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。※
薬害を
生じる
おそれ
がある
ので、
後作物
として
なす、
たまね
ぎおよ
びさや
えんど
うは栽
培しな
いこ
と。

ｶｲﾘｷZｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾌﾟﾛ
ﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 水口施
用又は
水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる、
のみと
する｡

普 Ⅰ

ｶｲﾘｷZﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾌﾟﾛ
ﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
水和剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､移植
後30日まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｶｳﾝｼﾙｺﾝ
ﾌﾟﾘｰﾄﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝ水
和剤

500mL/1
0a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期 ただ
し､移植後
30日まで

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。
※薬害
を生じ
るおそ
れがあ
るの
で、後
作物と
してな
す、た
まねぎ
および
さやえ
んどう
は栽培
しない
こと。

普 Ⅰ

ｶｳﾝｼﾙｺﾝ
ﾌﾟﾘｰﾄｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期 ただ
し､移植後
30日まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

※薬害
を生じ
るおそ
れがあ
るの
で、後
作物と
してな
す、た
まねぎ
および
さやえ
んどう
は栽培
しない
こと。

普 Ⅰ

ｶﾁﾄﾞｷZ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾌﾛﾙﾋﾟﾗ
ｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝ
ｼﾞﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｶﾁﾄﾞｷZ楽
粒

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾌﾛﾙﾋﾟﾗ
ｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝ
ｼﾞﾙ粒剤

250g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布､水口
施用又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｶﾁﾎﾞｼ1ｷﾛ
粒剤51

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾍﾞﾝ
ｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｶﾁﾎﾞｼL
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾍﾞﾝ
ｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
粒剤

小包装
（ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期但し、移
植後30日ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｶﾁﾎﾞｼLﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾍﾞﾝ
ｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期但し､移
植後30日ま
で

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3.5葉
期 ただし､
収穫60日前
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｶﾞﾂﾝﾄZ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

ｶﾞﾂﾝﾄZ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(200g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期 ただ
し､収穫60
日前まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｶﾞﾂﾝﾄ
Z200FG

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

200g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期 ただ
し､収穫60
日前まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｶﾗｯﾄ1ｷﾛ
粒剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

ｶﾞﾂﾝﾄZﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ水和剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし、
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

ｶﾗｯﾄﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

ｶﾗｯﾄｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

ｶﾗｯﾄ
400FG

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

400g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し、移植
後30日まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｷﾏﾘﾃｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ粒剤

小包装
（ﾊﾟｯ
ｸ）10個
(300g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し、移植
後30日まで

1回 水口施
用又は
水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる、
のみと
する。

普 Ⅰ

ｷﾏﾘﾃ1ｷﾛ
粒剤

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し、移植
後30日まで

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

ｷﾗﾘ1ｷﾛ粒
剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｷﾏﾘﾃﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ水和
剤

500mL/1
0a
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

ｷﾗﾘﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

ｷﾗﾘ400FG ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

400g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ｷﾗﾘｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｸｻﾊﾞﾙｶﾝ1
ｷﾛ粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

ｸｻﾄｯﾀ1ｷﾛ
粒剤

ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ･
ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰ
ﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

ｸｻﾊﾞﾙｶﾝﾌ
ﾛｱﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布
又は無
人航空
機によ
る滴下

原液湛
水散布
のみと
する。

ｺﾒｯﾄ1ｷﾛ
粒剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾒ
ﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｸｻﾊﾞﾙｶﾝ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(500g)/
10a

移植後1日
～ﾉﾋﾞｴ2.5
葉期､ただ
し移植後30
日まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる滴
下

湛水散
布のみ
とす
る。

ｺﾒｯﾄ顆粒 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾒ
ﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ
水和剤

80g/10a 移植時 1回

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｺﾒｯﾄﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾒ
ﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ
水和剤

500mL/1
0a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ2.5
葉期ただ
し､移植後
30日まで

1回 原液湛
水散布

普 Ⅰ

ｺﾒｯﾄｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾒ
ﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ2.5
葉期 ただ
し､移植後
30日まで

1回
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる、
のみと
する。

普 Ⅰ

ｻｽｹ粒剤
200

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰ
ﾙ･ｼｸﾛｽﾙﾌｧ
ﾑﾛﾝ･ﾀﾞｲﾑﾛ
ﾝ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ粒剤

200g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ2葉
期ただし､
移植後30日
まで

1回 水口施
用､湛水
散布又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ｻｽｹ-ﾗｼﾞｶ
ﾙｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰ
ﾙ･ｼｸﾛｽﾙﾌｧ
ﾑﾛﾝ･ﾀﾞｲﾑﾛ
ﾝ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(200g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ2葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水口施
用又は
水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

ｻｷｶﾞｹ楽
粒

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾌﾛﾙ
ﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝ
ﾍﾞﾝｼﾞﾙ粒
剤

250g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､移植
後30日まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布､水口
施用又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
GO1ｷﾛ粒
剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
GO400FG

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ粒剤

400g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
GOｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
GOﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
KAIｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
KAI400FG

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ粒剤

400g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
KAI1ｷﾛ粒
剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｼﾞｪｲｿｳﾙ1
ｷﾛ粒剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞ
ﾐﾄﾞ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
KAIﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布
又は無
人ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰによ
る滴下

原液湛
水散布
のみと
する。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

ｼﾞｪｲｿｳﾙﾌ
ﾛｱﾌﾞﾙ

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞ
ﾐﾄﾞ水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

ｼﾞｪｲｿｳﾙ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞ
ﾐﾄﾞ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(450g)/
10a

移植後1日
～ﾉﾋﾞｴ2.5
葉期ただ
し､移植後
30日まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰｼﾞｪｲﾌﾚﾝ
ﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
水和剤

500mL/1
0a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布
又は水
口施用

湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ｼﾞｪｲﾌﾚﾝ
ﾄﾞｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｼﾞｪｲﾌﾚﾝ
ﾄﾞ400FG

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

400g/10
a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回

ｼﾞｪｲﾌﾚﾝ
ﾄﾞ1ｷﾛ粒
剤

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

一年生雑草

多年生広葉雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

ｼﾞｬﾝﾀﾞﾙﾑ
MX豆つぶ
250

ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ･
ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧ
ﾝ･ﾒｿﾄﾘｵﾝ
剤

250g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期ただ
し､移植後
30日まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ｼﾘｳｽｴｸﾞ
ｻﾞ1ｷﾛ粒
剤

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆ
ﾙ･ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙ
ﾌﾛﾝｴﾁﾙ･ﾍﾞ
ﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布

ｼﾞｬﾝﾀﾞﾙﾑ
MXｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｼﾞｬﾝﾀﾞﾙﾑ
MX1ｷﾛ粒
剤

ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ･
ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧ
ﾝ･ﾒｿﾄﾘｵﾝ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3.5葉
期ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ･
ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧ
ﾝ･ﾒｿﾄﾘｵﾝ
剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(250g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期ただ
し､移植後
30日まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

ｼﾝｹﾞｷ1ｷﾛ
粒剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞ
ﾐﾄﾞ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

湛水散
布

ｼﾘｳｽｴｸﾞ
ｻﾞｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆ
ﾙ･ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙ
ﾌﾛﾝｴﾁﾙ･ﾍﾞ
ﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

- 254 -



除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞ
ﾐﾄﾞ剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(250g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｼﾝｹﾞｷﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞ
ﾐﾄﾞ水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

ｼﾝｹﾞｷｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

250g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布､水口
施用又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ｾｲﾃﾝ1ｷﾛ
粒剤

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘ
ﾝ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘ
ｵﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌ
ﾛﾝﾒﾁﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｼﾝｹﾞｷ豆
つぶ250

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞ
ﾐﾄﾞ剤
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

ｾﾞｰﾀｼﾞｬ
ｶﾞｰ1ｷﾛ粒
剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ･ﾍﾟﾝﾄ
ｷｻｿﾞﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ4葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布

ｾｲﾃﾝｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘ
ﾝ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘ
ｵﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌ
ﾛﾝﾒﾁﾙ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(250g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

ｾﾞｰﾀｼﾞｬ
ｶﾞｰﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ･ﾍﾟﾝﾄ
ｷｻｿﾞﾝ水和
剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期ただし､
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布

普 Ⅰ

ｾﾞｰﾀｼﾞｬ
ｶﾞｰｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ･ﾍﾟﾝﾄ
ｷｻｿﾞﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(200g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｾﾞｰﾀﾀｲ
ｶﾞｰ1ｷﾛ粒
剤

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ･ﾍﾟﾝﾄｷ
ｻｿﾞﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｾﾞｰﾀﾀｲ
ｶﾞｰﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ･ﾍﾟﾝﾄｷ
ｻｿﾞﾝ水和
剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし､
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ

ｾﾞｰﾀﾀｲ
ｶﾞｰ300FG

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ･ﾍﾟﾝﾄｷ
ｻｿﾞﾝ粒剤

300g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ｾﾞｰﾀﾀｲ
ｶﾞｰｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ･ﾍﾟﾝﾄｷ
ｻｿﾞﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｾﾞｰﾀﾌﾟﾗｽ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(200g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水口施
用又は
水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる、
のみと
する｡

普 Ⅰ

ｾﾞｰﾀﾌﾟﾗｽ
ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ水和
剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ4葉期
ただし､収
穫60日前ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ｾﾞｰﾀﾌﾟﾗｽ
1ｷﾛ粒剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｾﾞｰﾀﾜﾝ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 2回以
内

田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､収
穫60日前ま
で

湛水散
布
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｾﾞｰﾀﾜﾝﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ水和剤

500mL/1
0a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

2回以
内

原液湛
水散布
又は水
口施用

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ

ｾﾞｰﾀﾜﾝ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰﾀﾞﾝｸｼｮｯﾄ
200SD粒
剤

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰ
ﾙ･ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳ
ｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝ
ｼﾞﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ粒
剤

200g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布､水口
施用又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

ﾀﾞﾝｸｼｮｯﾄ
ｼﾞｬﾝﾎﾞSD

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰ
ﾙ･ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳ
ｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝ
ｼﾞﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(200g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

移植時 田植同
時散布
機で施
用

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ﾃﾞｨｵｰﾚ1ｷ
ﾛ粒剤

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

1kg/10a 1回 普 Ⅰ

ﾂﾙｷﾞ250
粒剤

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ｲﾏ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ粒剤

250g/10
a

ﾀﾞﾝｸｼｮｯﾄ
ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰ
ﾙ･ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳ
ｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝ
ｼﾞﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ水
和剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

湛水散
布､湛水
周縁散
布､水口
施用又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ﾃﾞｨｵｰﾚｴ
ｱｰ粒剤

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

400g/10
a

移植後1日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ﾃﾞｨｵｰﾚ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植後1日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ﾃﾞｨｵｰﾚﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌ
ﾛﾝ水和剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

500mL/1
0a

移植後1日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布
又は無
人航空
機によ
る滴下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ

ﾃﾞｨｵｰﾚ顆
粒

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌ
ﾛﾝ水和剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

80g/10a 移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布又は
無人航
空機に
よる滴
下

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

移植時 田植同
時散布
機で施
用

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､移植
後30日まで

湛水散
布

ﾄｯﾌﾟｶﾞﾝ
R1ｷﾛ粒剤

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸ
ﾒﾁﾙ･ﾌﾞﾛﾓ
ﾌﾞﾁﾄﾞ･ﾍﾞﾝ
ｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ･
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ
粒剤

1kg/10a 1回 普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾄｯﾌﾟｶﾞﾝR
ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸ
ﾒﾁﾙ･ﾌﾞﾛﾓ
ﾌﾞﾁﾄﾞ･ﾍﾞﾝ
ｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ･
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ
水和剤

500mL/1
0a

1回 普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､移植
後30日まで

原液湛
水散布

移植時 田植同
時散布
機で施
用

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 ⅠﾄｯﾌﾟｶﾞﾝR
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸ
ﾒﾁﾙ･ﾌﾞﾛﾓ
ﾌﾞﾁﾄﾞ･ﾍﾞﾝ
ｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ･
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ
剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(250g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期但し､移
植後30日ま
で

1回
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾄﾘﾆﾃｨ1ｷﾛ
粒剤

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾍﾞﾝ
ｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ﾄｯﾌﾟｶﾞﾝR
豆つぶ
250

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸ
ﾒﾁﾙ･ﾌﾞﾛﾓ
ﾌﾞﾁﾄﾞ･ﾍﾞﾝ
ｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ･
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ
剤

250g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期但し､移
植後30日ま
で

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾄﾘﾆﾃｨｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾍﾞﾝ
ｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ﾄﾘﾆﾃｨﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾍﾞﾝ
ｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ
水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾊﾞｯﾁﾘ1ｷﾛ
粒剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆ
ﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

400g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰﾊﾞｯﾁﾘ
400FG

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆ
ﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ粒剤
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾊﾞｯﾁﾘLX
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ﾊﾞｯﾁﾘLX1
ｷﾛ粒剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ﾊﾞｯﾁﾘ
LX400FG

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ粒剤

400g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布､水口
施用又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾊﾞｯﾁﾘLXﾌ
ﾛｱﾌﾞﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ｵｷｻｼﾞｸﾛ
ﾒﾎﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛ
ﾆﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布
又は水
口施用

原液湛
水散布
のみと
する。

ﾊﾞｯﾁﾘﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆ
ﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回

ﾊﾞｯﾁﾘｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆ
ﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾊﾞｯﾄｳZ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ﾊﾞｯﾄｳZ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし、
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ﾌﾙｽｺｱZ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾗﾝｺﾄﾘｵ
ﾝﾅﾄﾘｳﾑ塩
粒剤

1kg/10a 移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期但し収
穫60日前ま
で

1回 湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ﾋﾞｼｯﾄ粒
剤17

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞ
ﾁﾙ･ﾃﾆﾙｸﾛｰ
ﾙ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ粒剤

3kg/10a 移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布

砂壌
土～
埴土

普 Ⅰ

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ﾊﾞｯﾄｳZﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ水
和剤

ﾌﾙｲﾆﾝｸﾞ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰ
ﾙ･ｶﾙﾌｪﾝﾄﾗ
ｿﾞﾝｴﾁﾙ･ﾌﾙ
ｾﾄｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(500g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期 但し収
穫60日前ま
で

1回

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし、
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾌﾙﾊﾟﾜｰ
MX1ｷﾛ粒
剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌ
ﾙｾﾄｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾒｿﾄﾘｵﾝ粒
剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3.5葉
期 但し収
穫60日前ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ﾌﾙｽｺｱZ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ･ﾗﾝｺﾄﾘｵ
ﾝﾅﾄﾘｳﾑ塩
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期但し収
穫60日前ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

- 276 -



除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

一年生雑草

多年生広葉雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾎｯﾄｺﾝﾋﾞ
200粒剤

ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ粒剤

200g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2葉期
ただし､移
植後30日ま
で

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布､水口
施用又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ﾍﾞﾝｹｲｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧ
ﾝ･ﾌｪﾉｷｻｽﾙ
ﾎﾝ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(250g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ﾍﾞﾝｹｲ豆
つぶ250

ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧ
ﾝ･ﾌｪﾉｷｻｽﾙ
ﾎﾝ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ剤

250g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ﾍﾞﾝｹｲ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧ
ﾝ･ﾌｪﾉｷｻｽﾙ
ﾎﾝ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､移植
後30日まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ﾌﾙﾊﾟﾜｰMX
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌ
ﾙｾﾄｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾒｿﾄﾘｵﾝ粒
剤

小包装
（ﾊﾟｯ
ｸ）10個
（500g)
/10a

移植後1日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期但し収
穫60日前ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

田植同
時散布
機で施
用

※薬害
を生じ
るおそ
れがあ
るの
で、後
作物と
してな
す、た
まねぎ
および
さやえ
んどう
は栽培
しない
こと。

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。※
薬害を
生じる
おそれ
がある
ので、
後作物
として
なす、
たまね
ぎおよ
びさや
えんど
うは栽
培しな
いこ
と。

ﾎﾞﾃﾞｰｶﾞｰ
ﾄﾞﾌﾟﾛ1ｷﾛ
粒剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝ粒
剤

1kg/10a 移植時 1回

ﾎｯﾄｺﾝﾋﾞ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(200g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2葉期
ただし､移
植後30日ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾎﾞﾃﾞｰｶﾞｰ
ﾄﾞﾌﾟﾛﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝ水
和剤

ﾎﾞﾃﾞｰｶﾞｰ
ﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期 ただ
し､移植後
30日まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

※薬害
を生じ
るおそ
れがあ
るの
で、後
作物と
してな
す、た
まねぎ
および
さやえ
んどう
は栽培
しない
こと。

普 Ⅰ

500mL/1
0a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3.5
葉期 ただ
し､移植後
30日まで

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。
※薬害
を生じ
るおそ
れがあ
るの
で、後
作物と
してな
す、た
まねぎ
および
さやえ
んどう
は栽培
しない
こと。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ(九州を除く)

ｸﾛｸﾞﾜｲ(北陸､九州を除く)

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

ﾏｻｶﾘLｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ･
ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯ
ﾌﾟ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌ
ﾛﾝﾒﾁﾙ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(500g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ2.5
葉期 ただ
し､移植後
30日まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

砂壌
土～
埴土

普 Ⅰ

ﾏｽﾗｵ1ｷﾛ
粒剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾋﾟﾘﾐﾉ
ﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ･
ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ
粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ﾏｽﾗｵｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾋﾟﾘﾐﾉ
ﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ･
ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(200g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

1kg/10a 移植時 2回以
内

田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､収
穫60日前ま
で

湛水散
布又は
無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

ﾒｶﾞｾﾞｰﾀ1
ｷﾛ粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

ﾏｽﾗｵﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾋﾟﾘﾐﾉ
ﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ･
ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ
水和剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

原液湛
水散布
又は無
人航空
機によ
る滴下

原液湛
水散布
のみと
する。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾒｶﾞｾﾞｰﾀ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
収穫60日前
まで

2回以
内

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ﾒｶﾞｾﾞｰﾀﾌ
ﾛｱﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ水和剤

500mL/1
0a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ

ﾒｶﾞｾﾞｰﾀ
400FG

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌ
ﾛﾝ粒剤

400g/10
a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし､
収穫60日前
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

湛水散
布

普 Ⅰ

ﾗｲｼﾞﾝﾊﾟ
ﾜｰｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(500g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ2.5
葉期ただ
し､移植後
30日まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ﾗｲｼﾞﾝﾊﾟ
ﾜｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ水和剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ2.5
葉期 ただ
し､移植後
30日まで

1回 原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ

ﾗｲｼﾞﾝﾊﾟ
ﾜｰ1ｷﾛ粒
剤

ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸ
ﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ2.5
葉期 ただ
し､移植後
30日まで

1回 湛水散
布

ﾗｵｳ1ｷﾛ粒
剤

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾌｪ
ﾉｷｻｽﾙﾎﾝ･
ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾗｵｳｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾌｪ
ﾉｷｻｽﾙﾎﾝ･
ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(250g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ﾗｵｳﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾌｪ
ﾉｷｻｽﾙﾎﾝ･
ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ水和
剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 但し､移
植後30日ま
で

原液湛
水散布
又は水
口施用

原液湛
水散布
のみと
する。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

ﾚｵｾﾞｰﾀ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓ
ﾌﾞﾁﾄﾞ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ4葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布

ﾚｵｾﾞｰﾀ
300FG

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓ
ﾌﾞﾁﾄﾞ粒剤

300g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期 ただし､
移植後30日
まで
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

湛水散
布､湛水
周縁散
布､水口
施用又
は無人
航空機
による
散布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰﾜｻﾞｱﾘ楽
粒

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙ
ﾊﾞｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ粒剤

250g/10
a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
但し､移植
後30日まで

1回

水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ﾚｵｾﾞｰﾀﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓ
ﾌﾞﾁﾄﾞ水和
剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布

普 Ⅰ

ﾚｵｾﾞｰﾀ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ･ﾌﾞﾛﾓ
ﾌﾞﾁﾄﾞ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ4葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

銀河1ｷﾛ
粒剤

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟ
ﾗｸﾛﾆﾙ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､収
穫60日前ま
で

湛水散
布又は
無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

銀河ｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟ
ﾗｸﾛﾆﾙ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし､
収穫60日前
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

300g/10
a

移植後1日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布､湛水
周縁散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布､湛
水周縁
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ天空ｴｱｰ
粒剤

ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

普 Ⅰ

天空1ｷﾛ
粒剤

ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

原液湛
水散布

銀河ﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟ
ﾗｸﾛﾆﾙ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ水
和剤

500mL/1
0a

移植後5日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期ただし､
移植後30日
まで

1回
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

天空ｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/
10a

移植後1日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

移植時 田植同
時散布
機で施
用

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

原液湛
水散布
又は無
人航空
機によ
る滴下

原液湛
水散布
のみと
する。

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

一年生雑草

多年生広葉雑草

忍ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆ
ﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ水和
剤

500mL/1
0a

移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期ただし､
移植後30日
まで

原液湛
水散布､
水口施
用又は
無人航
空機に
よる滴
下

原液湛
水散布
のみと
する。

忍1ｷﾛ粒
剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆ
ﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

忍ｼﾞｬﾝﾎﾞ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆ
ﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(200g)/
10a

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ2.5葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

天空ﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ水
和剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

500mL/1
0a

1回 普 Ⅰ
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

流星ｴｱｰ
粒剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾍﾟﾝﾄｷｻ
ｿﾞﾝ･ﾒﾀｿﾞｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

400g/10
a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

流星ｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾍﾟﾝﾄｷｻ
ｿﾞﾝ･ﾒﾀｿﾞｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

一年生雑草及び多年生広葉雑
草

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/
10a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 水田に
小包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる｡

普 Ⅰ

流星1ｷﾛ
粒剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾍﾟﾝﾄｷｻ
ｿﾞﾝ･ﾒﾀｿﾞｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植時 1回 田植同
時散布
機で施
用

普 Ⅰ

移植直後～
ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､移
植後30日ま
で

湛水散
布又は
無人航
空機に
よる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。
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除草剤（移植用　一発処理剤） 除草剤（移植用　一発処理剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍

数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用
土壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

流星ﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾍﾟﾝﾄｷｻ
ｿﾞﾝ･ﾒﾀｿﾞｽ
ﾙﾌﾛﾝ水和
剤

500mL/1
0a

移植後3日
～ﾉﾋﾞｴ3葉
期 ただし､
移植後30日
まで

1回 原液湛
水散布
又は無
人航空
機によ
る滴下

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

②移植用　体系処理剤（初期）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

500mL/
10a

移植時 1回 田植同時
散布機で
施用

ｲﾈｾﾞｯﾄEW ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ･ﾍﾟ
ﾝﾄｷｻｿﾞﾝ乳
剤

500mL/
10a

移植時

ｱﾙﾊｰﾌﾞﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ水
和剤

普 Ⅰ

植代後～移植
前7日または移
植直後～ﾉﾋﾞｴ1
葉期 ただし､
移植後30日ま
で

原液湛水
散布

移植前
には処
理しな
い。

普 Ⅰ

植代後～移植
前7日または移
植直後～ﾉﾋﾞｴ1
葉期 ただし､
移植後30日ま
で

原液湛水
散布

移植前
には処
理しな
い。

1回 田植同時
散布機で
施用

※薬剤によっては、田植え前に使用できる初期剤があるが、本県では田植え前には使用しないように指導する。
※除草剤によっては使用方法として水口施用できる薬剤もあるが、本県では水口施用は行わないよう指導する。
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

移植直後～ﾉﾋﾞ
ｴ1葉期 ただ
し､移植後30日
まで

湛水散布､
水口施用
又は無人
航空機に
よる滴下

湛水散
布のみ
とす
る。

1回 田植同時
散布機で
施用

移植時

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)
/10a

植代後～移植
前7日又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 ただし､移
植後30日まで

普 ⅠｴﾘｼﾞｬﾝEW乳
剤

ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ
乳剤

100mL/
10a

普 Ⅰ

ｴﾘｼﾞｬﾝ乳剤 ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ
乳剤

300mL/
10a

移植直後～ﾉﾋﾞ
ｴ1葉期 ただ
し､移植後30日
まで

1回 原液湛水
散布

普 Ⅰ

1回 水田に小
包装(ﾊﾟｯ
ｸ)のまま
投げ入れ
る｡

移植前
には処
理しな
い。

ｴﾘｼﾞｬﾝｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ
粒剤
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

移植時

500mL/
10a

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 但し､移
植後30日まで

ｸﾗｰﾙEW ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ乳
剤

移植前
には処
理しな
い。原
液湛水
散布の
みとす
る。

普 Ⅰ

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし､
移植後30日ま
で

湛水散布
又は無人
航空機に
よる散布

移植前
には処
理しな
い。湛
水散布
のみと
する。

1回 田植同時
散布機で
施用

普 Ⅰ

ｸﾗｰﾙ1ｷﾛ粒
剤

ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ粒
剤

1kg/10
a

ｽﾀﾒﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ水和剤

500mL/
10a

植代後～移植
前7日又は移植
当日～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 但し､移植
後30日まで

1回 原液湛水
散布又は
無人航空
機による
滴下

普 Ⅰ

1回 原液湛水
散布

移植前
には処
理しな
い。
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

移植直後～ﾉﾋﾞ
ｴ1葉期ただし､
移植後30日ま
で

湛水散布

1回 田植同時
散布機で
施用

壌土～埴
土

ｿﾙﾈｯﾄ1ｷﾛ粒
剤

ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ
粒剤

1kg/10
a

移植時

砂壌土～
埴土

移植前
には処
理しな
い。

ﾊﾟﾃﾞﾎｰﾌﾟ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾌﾟﾚ
ﾁﾗｸﾛｰﾙ粒剤

1kg/10
a

植代後～移植
前7日又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 但し､移植
後30日まで

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾊﾞﾚｰｼﾞ粒剤 ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ
粒剤

3kg/10
a

移植後3日～7
日(ﾉﾋﾞｴの1.5
葉期まで)

1回 湛水散布 砂壌土～
埴土(減
水深2cm/
日以
下)(但
し､近畿･
中国･四
国･九州
では砂壌
土を除
く)

普 Ⅰ

1回 湛水散布
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ﾋﾟﾗｸﾛﾝ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

1kg/10
a

移植時 普 Ⅰ

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし移
植後30日まで

湛水散布
又は無人
航空機に
よる散布

移植前
には処
理しな
い。湛
水散布
のみと
する。

1回 田植同時
散布機で
施用
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

普 Ⅰﾋﾟﾗｸﾛﾝｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

普

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし移
植後30日まで

原液湛水
散布又は
水口施用

移植前
には処
理しな
い。原
液湛水
散布の
みとす
る。

1回 水田に小
包装(ﾊﾟｯ
ｸ)のまま
投げ入れ
る｡

移植前
には処
理しな
い。

ﾋﾟﾗｸﾛﾝﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ水
和剤

500mL/
10a

移植時 1回 田植同時
散布機で
施用

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)
/10a

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし､
移植後30日ま
で

Ⅰ
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾏｰｼｪｯﾄ1ｷﾛ
粒剤

ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ粒
剤

1kg/10
a

移植時

普 Ⅰﾎｯﾄｺﾝﾋﾞﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ･ﾍﾞ
ﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ
水和剤

300～
500mL/
10a

移植時 2回以
内

田植同時
散布機で
施用

300mL/
10a

植代後～移植
前7日または移
植直後～ﾉﾋﾞｴ
1.5葉期 ただ
し､移植後30日
まで

原液湛水
散布､水口
施用又は
無人航空
機による
滴下

移植前
には処
理しな
い。原
液湛水
散布の
みとす
る。

500mL/
10a

移植直後～ﾉﾋﾞ
ｴ2葉期 ただ
し､移植後30日
まで

原液湛
水散布
のみと
する。

普 Ⅰ

植代後～移植
前7日又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 ただし､移
植後30日まで

湛水散布 移植前
には処
理しな
い。

1回 田植同時
散布機で
施用
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(500g)
/10a

植代後～移植
前7日または移
植後1日～ﾉﾋﾞｴ
1葉期 ただし､
移植後30日ま
で

5～10
個(250
～
500g)/
10a

植代後～移植
前7日又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 但し､移植
後30日まで

普 Ⅰ

ﾏｰｼｪｯﾄ乳剤 ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ乳
剤

300～
500mL/
10a

植代直後(移植
7日前まで)又
は移植後1日～
ﾉﾋﾞｴ1葉期 た
だし､移植後30
日まで

1回 原液湛水
散布

移植前
には処
理しな
い。

普 Ⅰ

1回 水田に小
包装(ﾊﾟｯ
ｸ)のまま
投げ入れ
る｡

移植前
には処
理しな
い。

ﾏｰｼｪｯﾄｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

普 Ⅰ

ﾒﾃｵ1ｷﾛ粒剤 ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ
粒剤

1kg/10
a

移植時 2回以
内

田植同時
散布機で
施用

普 Ⅰ

1回 水田に投
げ入れる｡

移植前
には処
理しな
い。

ﾏｯﾄﾀﾌﾞｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｸﾐﾙﾛﾝ･ﾃﾆﾙｸ
ﾛｰﾙ剤

植代後～移植
前7日又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 但し､移植
後30日まで

湛水散布 移植前
には処
理しな
い。
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾒﾃｵｼﾞｬﾝﾎﾞ ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)
/10a

植代後～移植
前７日又は移
植直後～ﾉﾋﾞｴ1
葉期 但し､移
植後30日まで

1回 水口施用
又は水田
に小包装
(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ
入れる｡

移植前
には処
理しな
い。水
田に小
包装
(ﾊﾟｯｸ)
のまま
投げ入
れる,の
みとす
る

普 Ⅰ

ﾒﾃｵﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ
水和剤

500mL/
10a

移植時 2回以
内

田植同時
散布機で
施用

普 Ⅰ

ﾕﾆﾊｰﾌﾞﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯ
ﾌﾟ水和剤

500mL/
10a

移植時 1回 田植同時
散布機で
施用

普 Ⅰ

移植直後～ﾉﾋﾞ
ｴ1葉期 但し､
移植後30日ま
で

原液湛水
散布､水口
施用又は
無人航空
機による
滴下

原液湛
水散布
のみと
する。

植代後～移植
前7日又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 但し､移植
後30日まで

原液湛水
散布又は
水口施用

移植前
には処
理しな
い。原
液湛水
散布の
みとす
る。

- 300 -



除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

Ⅰ

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 ただし､移
植後30日まで

湛水散布
又は無人
航空機に
よる散布

移植前
には処
理しな
い。湛
水散布
のみと
する。

1回 田植同時
散布機で
施用

移植時

移植前
には処
理しな
い。湛
水散布､
湛水周
縁散布
のみと
する

先陣200FG ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

200g/1
0a

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 ただし､移
植後30日まで

普先陣1ｷﾛ粒
剤

ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

1kg/10
a

普 Ⅰ1回 湛水散布､
湛水周縁
散布又は
無人航空
機による
散布
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

草笛ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾐﾙﾛﾝ･ﾍﾟﾝﾄ
ｷｻｿﾞﾝ水和
剤

300mL/
10a(少
量散
布)

移植時

500mL/
10a

先陣ｼﾞｬﾝﾎﾞ ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(200g)
/10a

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 ただし､移
植後30日まで

1回 水田に小
包装(ﾊﾟｯ
ｸ)のまま
投げ入れ
る｡

移植前
には処
理しな
い。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

植代後～移植
前7日又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期但し､移植後
30日まで

原液湛水
散布

移植前
には処
理しな
い。

移植時 田植同時
散布機で
施用

植代後～移植
前7日又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1葉
期 但し､移植
後30日まで

原液湛水
散布

移植前
には処
理しな
い。

1回 田植同時
散布機で
施用
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

移植前
には処
理しな
い。

兆ｼﾞｬﾝﾎﾞ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)
/10a

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし､
移植後30日ま
で

普 Ⅰ

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし移
植後30日まで

湛水散布
又は無人
航空機に
よる散布

移植前
には処
理しな
い。湛
水散布
のみと
する。

1回 田植同時
散布機で
施用

兆1ｷﾛ粒剤 ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

1kg/10
a

移植時

普 Ⅰ1回 水田に小
包装(ﾊﾟｯ
ｸ)のまま
投げ入れ
る｡
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除草剤（移植用　初期剤） 除草剤（移植用　初期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。
・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。

薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍
数使用
量

使用時期 本剤の
使用回
数

使用方法 適用土壌 備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

植代後～移植7
日前又は移植
直後～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし移
植後30日まで

原液湛水
散布又は
水口施用

移植前
には処
理しな
い。原
液湛水
散布の
みとす
る。

兆ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ水
和剤

500mL/
10a

移植時 1回 田植同時
散布機で
施用

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

③移植用　体系処理剤（中期・後期）
◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾉﾋﾞｴ

多年生広葉雑草

ﾉﾋﾞｴ

多年生広葉雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

湛水散
布､湛水
周縁散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰｳｨｰﾄﾞｺｱ
200SD粒剤

ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼ
ﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ･
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

200g/10a 移植後10日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

2回以
内

湛水散布､湛
水周縁散布
又は無人航
空機による
散布

普 Ⅰ

ｳｨｰﾄﾞｺｱ1ｷﾛ
粒剤

ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼ
ﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ･
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 移植後7日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

2回以
内

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ｱﾚｲﾙSC ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁ
ﾙ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ水和剤

500mL/10a 移植後20日～ﾉ
ﾋﾞｴ5葉期 ただ
し､収穫45日前
まで

1回 湛水散布又
は落水散布

Ⅰ

ｱﾄﾄﾘ豆つぶ
250

ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ
剤

250g/10a 移植後14日(稲
5葉期以降)～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し、収穫45日
前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ｱﾄﾄﾘ1ｷﾛ粒
剤

ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ
粒剤

1kg/10a 移植後14日(稲
5葉期以降)～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し、収穫45日
前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 ⅠｱﾄｶﾗSｼﾞｬﾝ
ﾎﾞMX

ｱｼﾞﾑｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･ﾒ
ｿﾄﾘｵﾝ粒剤

小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)20個
(500g)/10a

移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ3.5葉期 た
だし､収穫45日
前まで

1回

湛水散
布のみ
とす
る。

普
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

普 Ⅰ

ｸﾞﾗﾝｸﾛｽZ1ｷ
ﾛ粒剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ｼﾒﾄﾘﾝ･ﾃﾌ
ﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾌﾟﾛ
ﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 移植後14日(稲
4葉期以降)～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ｸﾞﾗﾝｸﾛｽS
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ｼﾒﾄﾘﾝ･ﾃﾌ
ﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾍﾟﾉ
ｷｽｽﾗﾑ粉粒
剤

小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)20個
(500g)/10a

移植後14日(稲
4葉期以降)～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

ｳｨｰﾄﾞｺｱｼﾞｬ
ﾝﾎﾞSD

ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼ
ﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ･
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(200g)/10a

移植後10日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

2回以
内

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

一年生雑草

ｱｾﾞｶﾞﾔ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ﾉﾋﾞｴ

ｱｾﾞｶﾞﾔ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ﾉﾋﾞｴ

ｱｾﾞｶﾞﾔ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ﾉﾋﾞｴ

ｱｾﾞｶﾞﾔ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ﾉﾋﾞｴ

ｱｾﾞｶﾞﾔ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ﾉﾋﾞｴ

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｹﾞﾊﾟｰﾄﾞ1ｷﾛ
粒剤

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟﾗ
ｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

1kg/10a 移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し､収穫60日前
まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

普 Ⅰｸﾘﾝﾁｬｰﾊﾞｽ
ME液剤

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ･ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ
液剤

1000mL/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ5葉期 但
し､収穫50日前
まで

2回以
内

普 Ⅰ

小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)30個
(1.5kg)/10
a

移植後25日～ﾉ
ﾋﾞｴ5葉期 但
し､収穫30日前
まで

ｸﾘﾝﾁｬｰｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ粒剤

小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)20個
(1kg)/10a

移植後7日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し､収穫30日前
まで

2回以
内

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布又
は落水散布

普 ⅠｸﾘﾝﾁｬｰEW ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ乳剤

100mL/10a 移植後20日～ﾉ
ﾋﾞｴ6葉期 但
し､収穫30日前
まで

2回以
内

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

1kg/10a 移植後7日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し､収穫30日前
まで

ｸﾘﾝﾁｬｰ1ｷﾛ
粒剤

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ粒剤

1.5kg/10a 移植後25日～ﾉ
ﾋﾞｴ5葉期 但
し､収穫30日前
まで

2回以
内

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰによる散
布
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｹﾞﾊﾟｰﾄﾞｴｱｰ
粒剤

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟﾗ
ｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

400g/10a 移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

1回 湛水散布､湛
水周縁散布
又は無人航
空機による
散布

湛水散
布､湛水
周縁散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ｹﾞﾊﾟｰﾄﾞｷﾞｱ
1ｷﾛ粒剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

1kg/10a 移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離(東
北､北陸を除く)

ｳﾘｶﾜ(東北を除
く)

ｵﾓﾀﾞｶ(九州の早
期を除く)

ｸﾛｸﾞﾜｲ(東北､関
東･東山･東海､近
畿･中国･四国)

ﾋﾙﾑｼﾛ(東北､北陸
を除く)

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ(北海道
を除く)

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

普 ⅠｻﾞｰﾍﾞｯｸｽSM
粒剤

ｼﾒﾄﾘﾝ･ﾍﾞﾝﾌ
ﾚｾｰﾄ･MCPB
粒剤

3kg/10a 移植後20日～ﾉ
ﾋﾞｴ2.5葉期 た
だし､移植後30
日まで

1回 湛水散布 壌土～
埴土

Ⅰ

ｻﾞｰﾍﾞｯｸｽ
DX1ｷﾛ粒剤

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ･ｼﾒﾄﾘﾝ･ﾍﾞ
ﾝﾌﾚｾｰﾄ･
MCPB粒剤

1kg/10a 移植後20～30
日(ﾉﾋﾞｴ3.5葉
期まで)[移植
前後の初期除
草剤による土
壌処理との体
系で使用]

1回 湛水散布 砂壌土
～埴土

普 Ⅰ

ｹﾞﾊﾟｰﾄﾞｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟﾗ
ｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

小包装
（ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/10a

移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期ただ
し､収穫60日前
まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰ

ｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑS
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ｼﾒﾄﾘﾝ･ﾃﾌ
ﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾍﾟﾉ
ｷｽｽﾗﾑ粉粒
剤

小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)20個
(500g)/10a

移植後14日(稲
4葉期以降)～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｾｶﾝﾄﾞｼｮｯﾄS
ｼﾞｬﾝﾎﾞMX

ｱｼﾞﾑｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･ﾒ
ｿﾄﾘｵﾝ粒剤

小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)20個
(500g)/10a

移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ3.5葉期 た
だし､収穫45日
前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

ｻﾝﾊﾟﾝﾁ1ｷﾛ
粒剤

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ･ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘ
ﾝ･ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒ
ﾁﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ3.5葉期 但
し､収穫60日前
まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

一年生雑草

多年生広葉雑草

ﾃｯｹﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

小包装
（ﾊﾟｯｸ)10
個
(500g)/10a

移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し､収穫60日前
まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ﾆﾄｳﾘｭｳｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

小包装
（ﾊﾟｯｸ)10
個
(500g)/10a

移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し､収穫60日前
まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｲﾎﾞｸｻ 移植後30日～ｲ
ﾎﾞｸｻの茎長
30cmまで 但
し､収穫60日前
まで

ｸｻﾈﾑ 移植後30日～ｸ
ｻﾈﾑの草丈40cm
まで 但し､収
穫60日前まで

普 Ⅰ

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ﾉﾐﾆｰ液剤 ﾋﾞｽﾋﾟﾘﾊﾞｯｸ
ﾅﾄﾘｳﾑ塩液
剤

50～
100mL/10a

1回 落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

ﾆﾄｳﾘｭｳ1ｷﾛ
粒剤

ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し、収穫60日
前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ﾃｯｹﾝ1ｷﾛ粒
剤

ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し、収穫60日
前まで

1回

ｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑZ1
ｷﾛ粒剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ｼﾒﾄﾘﾝ･ﾃﾌ
ﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾌﾟﾛ
ﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 移植後14日(稲
4葉期以降)～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草(ﾉﾋﾞｴ
を除く)

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草(ｲﾈ科
を除く)

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸｻﾈﾑ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草(ｲﾈ科
を除く)

普 Ⅰﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ液
剤(ﾅﾄﾘｳﾑ
塩)

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液
剤

500～
700mL/10a

移植後15～55
日 但し 収穫
50日前まで

2回以
内

落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

普 Ⅰ

ﾊﾞｲｽｺｰﾌﾟ1ｷ
ﾛ粒剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ
粒剤

1kg/10a 移植後14～60
日ただし､収穫
45日前まで

ﾊｲｶｯﾄ1ｷﾛ粒
剤

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ･ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘ
ﾝ･ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒ
ﾁﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ3.5葉期 但
し､収穫60日前
まで

1回

湛水散
布､ごく
浅く湛
水して
散布の
みとす
る。

ﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ･ｴ
ｱｰ1ｷﾛ粒剤

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ粒
剤

1kg/10a 移植後15～55
日 但し収穫60
日前まで

1回

1回 湛水散布､ご
く浅く湛水
して散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草
(ｲﾈ科を除く)

ｳﾘｶﾜ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ﾉﾋﾞｴ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾋｴｸﾘｰﾝ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ粒剤

ﾉﾋﾞｴ 1kg/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し､収穫45日前
まで

1回 湛水散布又
は無人ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰによる散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾋｴｸﾘｰﾝ豆つ
ぶ250

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ剤

ﾉﾋﾞｴ 250g/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し､収穫45日前
まで

1回 湛水散布､湛
水周縁散布
又は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

湛水散
布､湛水
周縁散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ﾋｴｸﾘｰﾝﾊﾞｻ
ｸﾞﾗﾝ粒剤

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ･ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ
粒剤

3kg/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し､収穫60日前
まで

1回 ごく浅く湛
水して散布

普 Ⅰ

ﾋｴｸｯﾊﾟｴｰｽ1
ｷﾛ粒剤

ﾌﾙｾﾄｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ5葉期但し
収穫45日前ま
で

2回以
内

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰによる散
布

ﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ粒
剤(ﾅﾄﾘｳﾑ
塩)

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ粒
剤

3～4kg/10a 移植後15～55
日 但し 収穫
60日前まで

1回 落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離(東
北､北陸､近畿･中
国･四国)

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ(北陸､近
畿･中国･四国)

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草(ﾉﾋﾞｴ
を除く)

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰﾚﾌﾞﾗｽ1ｷﾛ粒
剤

ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾒﾀｿﾞ
ｽﾙﾌﾛﾝ粒剤

1kg/10a 移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し､収穫60日前
まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

普 Ⅰ

ﾙﾅｸﾛｽ1ｷﾛ粒
剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ
粒剤

1kg/10a 移植後14～60
日ただし､収穫
45日前まで

1回 湛水散布､ご
く浅く湛水
して散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散
布､ごく
浅く湛
水して
散布、
のみと
する。

普 Ⅰ

ﾌﾞｲｺﾞｰﾙSM1
ｷﾛ粒剤

ｼﾒﾄﾘﾝ･ﾍﾟﾉｷ
ｽｽﾗﾑ･MCPB
粒剤

1kg/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ3.5葉期 但
し､収穫60日前
まで

1回 湛水散布 砂壌土
～埴土
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ﾚﾌﾞﾗｽｴｱｰ粒
剤

ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾒﾀｿﾞ
ｽﾙﾌﾛﾝ粒剤

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

400g/10a 移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

1回 湛水散布､湛
水周縁散布
又は無人航
空機による
散布

湛水散
布､湛水
周縁散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ﾚﾌﾞﾗｽｷﾞｱ1ｷ
ﾛ粒剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

1kg/10a 移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 ただ
し､収穫60日前
まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ﾚﾌﾞﾗｽｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾒﾀｿﾞ
ｽﾙﾌﾛﾝ粒剤

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

小包装(ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/10a

移植後14日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期ただ
し､収穫60日前
まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾉﾋﾞｴ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生広葉雑草

ｱｾﾞｶﾞﾔ

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｼｽﾞｲ

ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

湛水散
布のみ
とす
る。

普 ⅠﾜｲﾄﾞｱﾀｯｸD1
ｷﾛ粒剤

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾍﾟﾉ
ｷｽｽﾗﾑ粒剤

1kg/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ5葉期(稲4
葉期以降)ただ
し、収穫60日
前まで

1回 湛水散布又
は無人ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰによる散
布

落水散布､ご
く浅く湛水
して散布又
は湛水散布

ﾛｲﾔﾝﾄ乳剤 ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼ
ﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ
乳剤

200mL/10a 移植後20日～ﾉ
ﾋﾞｴ5葉期 ただ
し､収穫45日前
まで

2回以
内

落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

普 Ⅰ
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除草剤（移植用　中・後期剤） 除草剤（移植用　中・後期剤）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数使

用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

一年生雑草

多年生広葉雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ｼｽﾞｲ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ(関東･東
山･東海を除く)
ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

砂壌土
～埴土

普

湛水散
布のみ
とす
る。

普 Ⅰ

ﾜｲﾄﾞﾊﾟﾜｰ粒
剤

ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ粒
剤

3kg/10a 移植後20日～ﾉ
ﾋﾞｴ5葉期 但
し､収穫60日前
まで

Ⅰ

ﾜｲﾄﾞｼｮｯﾄ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ粒
剤

1kg/10a 移植後15日～ﾉ
ﾋﾞｴ4葉期 但
し､収穫45日前
まで

1回 湛水散布又
は無人ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰによる散
布

2回以
内

落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

普

Ⅰ1回

ﾜｲﾄﾞｱﾀｯｸSC ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ水
和剤

100mL/10a 移植後20日(稲
5葉期以降)～ﾉ
ﾋﾞｴ6葉期 但
し､収穫30日前
まで
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④直は用
◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｱｯﾊﾟﾚ
Z400FG

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
粒剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
90日前まで

1回

ｱｯﾊﾟﾚZ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
90日前まで

1回 湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

原液湛水散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｱｯﾄｳZﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回

ｱｯﾄｳZｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｱｯﾄｳZ400FG ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

1回

ｱｯﾄｳZ1ｷﾛ粒
剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布 普 ⅠｱｸｼｽﾞMX1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ･ﾒ
ｿﾄﾘｵﾝ･ﾒﾀｿﾞ
ｽﾙﾌﾛﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 ただし､収
穫45日前まで

1回

- 316 -
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝ1ｷ
ﾛ粒剤

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌ
ﾛﾝﾒﾁﾙ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期但し､収
穫90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

原液湛水散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｲﾈｷﾝｸﾞﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾋﾟ
ﾗｿﾞﾚｰﾄ･ﾍﾞﾝ
ｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ水
和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回

ｲﾈｷﾝｸﾞｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾋﾟ
ﾗｿﾞﾚｰﾄ･ﾍﾞﾝ
ｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(500g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

湛水直播のは種
直後～ﾉﾋﾞｴ1.5葉
期 ただし､収穫
90日前まで

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

ｲﾈｷﾝｸﾞ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾋﾟ
ﾗｿﾞﾚｰﾄ･ﾍﾞﾝ
ｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただ
し、収穫90日前
まで

1回

は種同時散
布機で施用

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｱﾋﾟﾛﾌｧｰｽﾄ1
ｷﾛ粒剤

ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 湛水直播のは種
時

1回

ｱﾈｼｽ1ｷﾛ粒
剤

ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ
ｴﾁﾙ･ﾌﾞﾀｸﾛｰ
ﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼ
ｸﾛﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

原液湛水散
布

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｱｯﾊﾟﾚZﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
90日前まで

1回

ｱｯﾊﾟﾚZｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡
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◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

砂壌土
～埴土

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

ｴｰﾜﾝ1ｷﾛ粒
剤

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫45日前まで

1回

ｳﾙﾃｨﾓZﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙ
ﾌﾛﾝ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

ｳﾙﾃｨﾓZｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙ
ﾌﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(350g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回

ｳﾙﾃｨﾓ
Z350FG

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙ
ﾌﾛﾝ粒剤

350g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

ｳﾙﾃｨﾓZ1ｷﾛ
粒剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙ
ﾌﾛﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回

ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌ
ﾛﾝﾒﾁﾙ水和
剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回 原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞ
ﾁﾄﾞ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌ
ﾛﾝﾒﾁﾙ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(500g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｴﾝﾍﾟﾗｰ豆つ
ぶ250

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾋﾟ
ﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁ
ﾙ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ剤

250g/10a 稲出芽揃期～ﾉﾋﾞ
ｴ3葉期 但し､収
穫60日前まで

1回

ｴﾝﾍﾟﾗｰﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾋﾟ
ﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁ
ﾙ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ水和剤

500mL/10
a

稲出芽揃期～ﾉﾋﾞ
ｴ3葉期但し､収穫
90日前まで

1回 原液湛水散
布

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｴﾝﾍﾟﾗｰｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾋﾟ
ﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁ
ﾙ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(250g)/1
0a

稲出芽揃期～ﾉﾋﾞ
ｴ3葉期 但し､収
穫75日前まで

1回

ｴﾝﾍﾟﾗｰ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾋﾟ
ﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁ
ﾙ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵ
ﾝ粒剤

1kg/10a 稲出芽揃期～ﾉﾋﾞ
ｴ3葉期 但し､収
穫60日前まで

1回 湛水散布

原液湛水散
布又は水口
施用又は無
人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
による滴下

砂壌土
～埴土

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｴｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 但し､収穫
90日前まで

1回

ｴｰﾜﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(300g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

砂壌土
～埴土
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰｶｳﾝｼﾙｺﾝﾌﾟ
ﾘｰﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾄ
ﾘｱﾌｧﾓﾝ水和
剤

500mL/10
a

は種直後～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 原液湛水散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

は種直後～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

ｶｳﾝｼﾙｺﾝﾌﾟ
ﾘｰﾄｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾄ
ﾘｱﾌｧﾓﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(300g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回

は種同時散
布機で施用

普 Ⅰ

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

ｶｳﾝｼﾙｺﾝﾌﾟ
ﾘｰﾄ1ｷﾛ粒剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾄ
ﾘｱﾌｧﾓﾝ粒剤

1kg/10a は種時 1回

ｶｲﾘｷZﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 但し､収穫
90日前まで

1回 原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｶｲﾘｷZｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(300g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 但し､収穫
90日前まで

1回

ｶｲﾘｷZ1ｷﾛ粒
剤

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ･ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 但し､収穫
90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 ⅠｶﾞﾂﾝﾄZｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(200g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｶﾞﾂﾝﾄ
Z200FG

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

200g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

1回

ｶﾞﾂﾝﾄZ1ｷﾛ
粒剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

原液湛水散
布又は無人
ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰに
よる滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｶﾁﾎﾞｼLﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回

ｶﾁﾎﾞｼLｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ粒剤

小包装
（ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(300g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期但し、収
穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰｶﾁﾎﾞｼ1ｷﾛ粒
剤51

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

ｷﾗﾘｼﾞｬﾝﾎﾞ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回

ｷﾗﾘ400FG ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

ｷﾗﾘ1ｷﾛ粒剤 ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回

ｷﾏﾘﾃﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期但し､収穫90
日前まで

1回 原液湛水散
布又は無人
ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰに
よる滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｷﾏﾘﾃｼﾞｬﾝﾎﾞ ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ粒剤

小包装
（ﾊﾟｯｸ）
10個
(300g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期但し､収穫90
日前まで

1回

ｷﾏﾘﾃ1ｷﾛ粒
剤

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期但し､収
穫90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

原液湛水散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 ⅠｶﾞﾂﾝﾄZﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし、収
穫90日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰｹﾞﾊﾟｰﾄﾞｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟﾗ
ｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

小包装
（ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期ただし､収穫
60日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｹﾞﾊﾟｰﾄﾞｴｱｰ
粒剤

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟﾗ
ｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 ただし､収
穫60日前まで

1回

ｹﾞﾊﾟｰﾄﾞ1ｷﾛ
粒剤

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟﾗ
ｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾒﾀ
ｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 稲2葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 但し､収穫
60日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

原液湛水散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｸｻﾊﾞﾙｶﾝﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾋﾟ
ﾗｿﾞﾚｰﾄ･ﾍﾞﾝ
ｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ水
和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回

ｸｻﾊﾞﾙｶﾝｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾋﾟ
ﾗｿﾞﾚｰﾄ･ﾍﾞﾝ
ｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(500g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

ｸｻﾊﾞﾙｶﾝ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾋﾟ
ﾗｿﾞﾚｰﾄ･ﾍﾞﾝ
ｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ粒
剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただ
し、収穫90日前
まで

1回

ｷﾗﾘﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ水
和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 原液湛水散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る滴下
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
KAI1ｷﾛ粒剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

原液湛水散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞGO
ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞGO
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
GO400FG

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
粒剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
GO1ｷﾛ粒剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰｻｷｶﾞｹ楽粒 ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ･ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳ
ｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞ
ﾙ粒剤

250g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｼﾞｪｲｿｳﾙ1ｷﾛ
粒剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回

は種直後～ﾉﾋﾞｴ1
葉期､ただし､収
穫90日前まで

2回以
内

湛水散布

湛水散布のみ
とする。

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｻﾝﾊﾞｰﾄﾞ粒
剤

ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ粒
剤

1.5kg/10
a(少量散
布)

は種時 1回 は種同時散
布機で施用

砂壌土
～埴土

原液湛水散
布又は無人
ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰに
よる滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

3kg/10a は種時 1回 は種同時散
布機で施用

は種直後～ﾉﾋﾞｴ1
葉期､ただし､収
穫90日前まで(近
畿･中国･四国､九
州(壌土～埴土)
では､は種直後～
ﾉﾋﾞｴ1.5葉期､た
だし､収穫90日前
まで)

2回以
内

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

普 Ⅰ

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
KAIﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただ
し、収穫90日前
まで

1回

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
KAIｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ
KAI400FG

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

原液湛水散
布

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｼﾞｪｲﾌﾚﾝﾄﾞﾌ
ﾛｱﾌﾞﾙ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回

ｼﾞｪｲﾌﾚﾝﾄﾞ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫60日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｼﾞｪｲﾌﾚﾝﾄﾞ
400FG

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫60日前まで

1回

ｼﾞｪｲﾌﾚﾝﾄﾞ1
ｷﾛ粒剤

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫60日前まで

1回 湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｼﾞｪｲｿｳﾙﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回

ｼﾞｪｲｿｳﾙｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰ
ﾄ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(450g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

普 Ⅰｾﾞｰﾀｼﾞｬｶﾞｰ
1ｷﾛ粒剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞ
ﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期ただし､収穫
90日前まで

1回 湛水散布

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｼﾞｬﾝﾀﾞﾙﾑMX
豆つぶ250

ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ･
ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ･
ﾒｿﾄﾘｵﾝ剤

250g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回

ｼﾞｬﾝﾀﾞﾙﾑMX
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ･
ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ･
ﾒｿﾄﾘｵﾝ剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(250g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰｼﾞｬﾝﾀﾞﾙﾑ
MX1ｷﾛ粒剤

ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ･
ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ･
ﾒｿﾄﾘｵﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回

普 Ⅰ

は種直後～ﾉﾋﾞｴ
1.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

ｼﾞｶﾏｯｸ500
ｸﾞﾗﾑ粒剤

ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

500g/10a は種時 1回 は種同時散
布機で施用
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

ｾﾞｰﾀﾌﾟﾗｽ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 ただし､収
穫60日前まで

1回

ｾﾞｰﾀﾀｲｶﾞｰﾌ
ﾛｱﾌﾞﾙ

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ･ﾍﾟﾝﾄｷｻ
ｿﾞﾝ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
90日前まで

1回 原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

ｾﾞｰﾀﾀｲｶﾞｰ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ･ﾍﾟﾝﾄｷｻ
ｿﾞﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(300g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回

ｾﾞｰﾀﾀｲｶﾞｰ
300FG

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ･ﾍﾟﾝﾄｷｻ
ｿﾞﾝ粒剤

300g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
90日前まで

1回 湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰｾﾞｰﾀﾀｲｶﾞｰ1
ｷﾛ粒剤

ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ･ﾍﾟﾝﾄｷｻ
ｿﾞﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
90日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰﾃﾞｨｵｰﾚｴｱｰ
粒剤

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回 湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

ﾃﾞｨｵｰﾚ1ｷﾛ
粒剤

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回

ﾂﾙｷﾞ250粒
剤

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ｲﾏｿﾞｽﾙ
ﾌﾛﾝ･ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ粒剤

250g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回 湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾀﾞﾝｸｼｮｯﾄﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ･
ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼ
ﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ水和剤

500mL/10
a

湛水直播の稲1葉
期～ﾉﾋﾞｴ3葉期
ただし､収穫90日
前まで

1回

ﾀﾞﾝｸｼｮｯﾄ
ｼﾞｬﾝﾎﾞSD

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ･
ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼ
ﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(200g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

ﾀﾞﾝｸｼｮｯﾄ
200SD粒剤

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ･
ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼ
ﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

200g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回

ｾﾞｰﾀﾌﾟﾗｽ
200FG

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

200g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 ただし､収
穫75日前まで

1回 湛水散布､
湛水周縁散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る散布

- 329 -



除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

ﾄﾘﾆﾃｨ1ｷﾛ粒
剤

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回

ﾄｯﾌﾟｶﾞﾝR豆
つぶ250

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ･ﾍﾟﾝﾄｷ
ｻｿﾞﾝ剤

250g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期但し､収
穫90日前まで

1回 湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

原液湛水散
布

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾄｯﾌﾟｶﾞﾝRﾌﾛ
ｱﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ･ﾍﾟﾝﾄｷ
ｻｿﾞﾝ水和剤

500mL/10
a

稲1.5葉期～ﾉﾋﾞｴ
3葉期但し､収穫
90日前まで

1回

ﾄｯﾌﾟｶﾞﾝR
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ･ﾍﾟﾝﾄｷ
ｻｿﾞﾝ剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(250g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期但し､収
穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布 普 Ⅰ

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

ﾄｯﾌﾟｶﾞﾝR1ｷ
ﾛ粒剤

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ･ﾍﾟﾝﾄｷ
ｻｿﾞﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期但し､収穫90
日前まで

1回

ﾃﾞｨｵｰﾚﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回 原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰﾃﾞｨｵｰﾚｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵ
ﾝ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

普 ⅠﾊﾞｯﾁﾘLXｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布､
湛水周縁散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ﾊﾞｯﾁﾘ
LX400FG

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
粒剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回

ﾊﾞｯﾁﾘLX1ｷﾛ
粒剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ﾊﾞｯﾁﾘ400FG ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾞ
ﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ粒
剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回

ﾊﾞｯﾁﾘ1ｷﾛ粒
剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾞ
ﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ粒
剤

1kg/10a 稲出芽始期～ﾉﾋﾞ
ｴ2.5葉期 ただ
し､収穫90日前ま
で

1回 湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾄﾘﾆﾃｨﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回

ﾄﾘﾆﾃｨｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛ
ﾝﾒﾁﾙ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(300g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 但し､収
穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

原液湛水散布
のみとする。

普 ⅠﾊﾞｯﾄｳZﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし、収
穫90日前まで

1回 原液湛水散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ﾊﾞｯﾄｳZｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし、収
穫60日前まで

1回

ﾊﾞｯﾄｳZ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
60日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

原液湛水散
布又は水口
施用

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾊﾞｯﾁﾘﾌﾛｱﾌﾞ
ﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾞ
ﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ水
和剤

500mL/10
a

稲出芽始期～ﾉﾋﾞ
ｴ2.5葉期 ただ
し､収穫90日前ま
で

1回

ﾊﾞｯﾁﾘｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾞ
ﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ粒
剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 ⅠﾊﾞｯﾁﾘLXﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎ
ﾝ･ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ﾉﾋﾞｴ

は種時 は種同時散
布機で施用

は種直後

は種直後～稲出
芽前

稲3葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 但し､収穫
45日前まで

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

湛水散布のみ
とする。

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

Ⅰ

ﾋﾞｸﾄﾘｰZﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

1回 原液湛水散
布又は無人
ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰに
よる滴下

2回以
内

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

ﾋﾞｸﾄﾘｰZｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

Ⅰ

ﾋﾞｸﾄﾘｰ
Z400FG

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
60日前まで

1回 湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

2回以
内

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

湛水散布のみ
とする。

普

普 Ⅰ

落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布1kg/10a

ﾋﾞｸﾄﾘｰZ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

ﾋｴｸﾘｰﾝ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ粒剤

ﾉﾋﾞｴ 0.5～
1kg/10a

1回

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰﾋｴｸｯﾊﾟｴｰｽ1
ｷﾛ粒剤

ﾌﾙｾﾄｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 稲2葉期～ﾉﾋﾞｴ5
葉期但し収穫45
日前まで

2回以
内

- 333 -



除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰﾍﾞﾝｹｲ豆つ
ぶ250

ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ･
ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ剤

250g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 但し､収穫
90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰﾍﾞﾝｹｲｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ･
ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(250g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 但し､収穫
90日前まで

1回

ﾍﾞﾝｹｲ1ｷﾛ粒
剤

ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ･
ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 但し､収穫
90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

落水散布 普 Ⅰﾋﾟﾗｸﾛﾝﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ水
和剤

500mL/10
a

湛水直播のは種
直後～稲出芽前
ただし収穫60日
前まで

1回

普

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

湛水直播の稲出
芽始期～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし収穫
60日前まで

湛水散布

ﾋﾟﾗｸﾛﾝ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

1kg/10a は種時 Ⅰ

湛水直播のは種
直後～稲出芽前
ただし収穫60日
前まで

落水散布又
は無人航空
機による散
布

落水散布のみ
とする。

湛水直播の稲出
芽始期～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし収穫
60日前まで

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

1回 は種同時散
布機で施用
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

一年生雑草 1000～
1500mL/1
0a

乾田直播のは種
直後～稲出芽前
(雑草発生前)(入
水15日前まで)

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ
ｾﾘ
ﾋﾙﾑｼﾛ
ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ
ﾎﾀﾙｲ
ﾏﾂﾊﾞｲ
ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ
一年生雑草
ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ
ｾﾘ
ﾋﾙﾑｼﾛ
ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ
ﾎﾀﾙｲ
ﾏﾂﾊﾞｲ
ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ
一年生雑草

は種直後～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
90日前まで

湛水散布､
ごく浅く湛
水して散布
又は無人航
空機による
散布

湛水散布､ご
く浅く湛水し
て散布のみと
する。

は種同時散
布機で施用

普 Ⅰﾏｽﾗｵ1ｷﾛ粒
剤

ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘ
ｵﾝ粒剤

1kg/10a は種時 1回

普 Ⅰ

500mL/10
a

乾田直播の入水
10～2日前

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

ﾏｰｼｪｯﾄ乳剤 ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ乳
剤

1回 全面土壌散
布

ﾎﾞﾃﾞｰｶﾞｰﾄﾞ
ﾌﾟﾛﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾄ
ﾘｱﾌｧﾓﾝ水和
剤

500mL/10
a

は種直後～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回 原液湛水散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

は種直後～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

ﾎﾞﾃﾞｰｶﾞｰﾄﾞ
ﾌﾟﾛｼﾞｬﾝﾎﾞ

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾄ
ﾘｱﾌｧﾓﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(300g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回

は種同時散
布機で施用

普 Ⅰﾎﾞﾃﾞｰｶﾞｰﾄﾞ
ﾌﾟﾛ1ｷﾛ粒剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾄ
ﾘｱﾌｧﾓﾝ粒剤

1kg/10a は種時 1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ
ｾﾘ
ﾋﾙﾑｼﾛ
ﾎﾀﾙｲ
ﾏﾂﾊﾞｲ
ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ
水田一年生雑草

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰﾒｶﾞｾﾞｰﾀﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

1回 原液湛水散
布又は無人
ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰに
よる滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ

ﾒｶﾞｾﾞｰﾀｼﾞｬ
ﾝﾎﾞ

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

2回以
内

ﾒｶﾞｾﾞｰﾀ
400FG

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
60日前まで

1回 湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

ﾒｶﾞｾﾞｰﾀ1ｷﾛ
粒剤

ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫60日前まで

2回以
内

ﾏｽﾗｵﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘ
ｵﾝ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
90日前まで

1回 原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰﾏｽﾗｵｼﾞｬﾝﾎﾞ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ･ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘ
ｵﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(200g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
90日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰﾚﾌﾞﾗｽ1ｷﾛ粒
剤

ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾒﾀｿﾞ
ｽﾙﾌﾛﾝ粒剤

1kg/10a 稲2葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 但し､収穫
60日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

原液湛水散
布

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾚｵｾﾞｰﾀﾌﾛｱ
ﾌﾞﾙ

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回

ﾚｵｾﾞｰﾀ1ｷﾛ
粒剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ･
ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛ
ﾝ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁ
ﾄﾞ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回 湛水散布

原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾗｲｼﾞﾝﾊﾟﾜｰﾌ
ﾛｱﾌﾞﾙ

ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞ
ﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回

ﾗｲｼﾞﾝﾊﾟﾜｰ
ｼﾞｬﾝﾎﾞ

ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞ
ﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(500g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布 普 Ⅰﾗｲｼﾞﾝﾊﾟﾜｰ1
ｷﾛ粒剤

ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞ
ﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

一年生雑草

湛水直播の稲出
芽始期～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし収穫
60日前まで

湛水散布

落水散布 普 Ⅰ兆ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ水
和剤

500mL/10
a

湛水直播のは種
直後～稲出芽前
ただし収穫60日
前まで

1回

普 Ⅰ

湛水直播のは種
直後～稲出芽前
ただし収穫60日
前まで

落水散布又
は無人航空
機による散
布

落水散布のみ
とする。

湛水直播の稲出
芽始期～ﾉﾋﾞｴ1.5
葉期 ただし収穫
60日前まで

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

兆1ｷﾛ粒剤 ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ粒
剤

1kg/10a は種時 1回 は種同時散
布機で施用

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

銀河1ｷﾛ粒
剤

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟﾗ
ｸﾛﾆﾙ･ﾒﾀｿﾞｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

1kg/10a 稲2葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
60日前まで

1回

ﾜｻﾞｱﾘ楽粒 ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞ
ｿﾞﾝ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘ
ｵﾝ粒剤

250g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 但し､収穫
90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰﾚﾌﾞﾗｽｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･
ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾃﾌﾘ
ﾙﾄﾘｵﾝ･ﾒﾀｿﾞ
ｽﾙﾌﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期ただし､収穫
60日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

忍ｼﾞｬﾝﾎﾞ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞ
ﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(200g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期 ただし､
収穫90日前まで

1回

忍1ｷﾛ粒剤 ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞ
ﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

天空ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ･ﾒﾀｿﾞｽ
ﾙﾌﾛﾝ水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回

天空ｼﾞｬﾝﾎﾞ ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ･ﾒﾀｿﾞｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(300g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布､
湛水周縁散
布又は無人
航空機によ
る散布

湛水散布､湛
水周縁散布の
みとする。

普 Ⅰ天空ｴｱｰ粒
剤

ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ･ﾒﾀｿﾞｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

300g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ天空1ｷﾛ粒
剤

ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐ
ﾄﾞ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ･ﾒﾀｿﾞｽ
ﾙﾌﾛﾝ粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰｱﾄﾄﾘ1ｷﾛ粒
剤

ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ
粒剤

1kg/10a 稲5葉期～収穫45
日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

ｱﾄｶﾗSｼﾞｬﾝ
ﾎﾞMX

ｱｼﾞﾑｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･ﾒ
ｿﾄﾘｵﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)20
個
(500g)/1
0a

稲4葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 ただし､収
穫45日前まで

1回

流星ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ･
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ･
ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回 原液湛水散
布又は無人
航空機によ
る滴下

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

流星ｼﾞｬﾝﾎﾞ ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ･
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ･
ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)10
個
(400g)/1
0a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回

流星ｴｱｰ粒
剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ･
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ･
ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

400g/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 ただし､収
穫90日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

原液湛水散布
のみとする。

普 Ⅰ

流星1ｷﾛ粒
剤

ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ･
ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ･
ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ
粒剤

1kg/10a 稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期ただし､収穫
90日前まで

1回

忍ﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ･ﾍﾞ
ﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ
水和剤

500mL/10
a

稲1葉期～ﾉﾋﾞｴ
2.5葉期ただし､
収穫90日前まで

1回 原液湛水散
布､水口施
用又は無人
航空機によ
る滴下
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

1.5kg/10
a

は種後25日～ﾉﾋﾞ
ｴ4葉期 但し､収
穫30日前まで

1kg/10a は種後10日～ﾉﾋﾞ
ｴ3葉期 但し､収
穫30日前まで

ｸﾘﾝﾁｬｰEW ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ乳剤

一年生ｲﾈ科雑草 100mL/10
a

は種後10日～ﾉﾋﾞ
ｴ5葉期 但し､収
穫30日前まで

2回以
内

雑草茎葉散
布又は全面
散布

普 Ⅰ

小包装
(ﾊﾟｯｸ)20
個
(1kg)/10
a

は種後10日～ﾉﾋﾞ
ｴ3葉期 但し､収
穫30日前まで

小包装
(ﾊﾟｯｸ)30
個
(1.5kg)/
10a

は種後25日～ﾉﾋﾞ
ｴ4葉期 但し､収
穫30日前まで

ｳﾘｶﾜ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ｻﾝﾊﾟﾝﾁ1ｷﾛ
粒剤

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ･ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘ
ﾝ･ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒ
ﾁﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ粒剤

1kg/10a 稲3葉期～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期まで 但
し､収穫60日前ま
で

1回

ｻﾞｰﾍﾞｯｸｽ
DX1ｷﾛ粒剤

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ･ｼﾒﾄﾘﾝ･ﾍﾞ
ﾝﾌﾚｾｰﾄ･
MCPB粒剤

1kg/10a 稲5葉期～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期まで 但
し､収穫60日前ま
で[は種後の初期
除草剤による土
壌処理との体系
で使用]

1回 湛水散布 砂壌土
～埴土

乾田･落水
状態で雑草
茎葉散布又
は全面散布

普 Ⅰｸﾘﾝﾁｬｰﾊﾞｽ
ME液剤

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ･ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ
液剤

1000mL/1
0a

は種後10日～ﾉﾋﾞ
ｴ5葉期 但し､収
穫50日前まで

2回以
内

普 Ⅰｸﾘﾝﾁｬｰｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ粒剤

ﾉﾋﾞｴ 2回以
内

水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｸﾘﾝﾁｬｰ1ｷﾛ
粒剤

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ粒剤

ﾉﾋﾞｴ 2回以
内

湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

ｳｨｰﾄﾞｺｱ1ｷﾛ
粒剤

ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼ
ﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ･
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 稲3葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 ただし、収
穫60日前まで

2回以
内

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布又
は落水散布

普 ⅠｱﾚｲﾙSC ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁ
ﾙ･ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛ
ﾝ水和剤

500mL/10
a

稲3葉期～ﾉﾋﾞｴ5
葉期 ただし､収
穫45日前まで

1回
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類によ
る表層はく離

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

一年生雑草 100～
200mL/10
a

乾田直播のは種
後10日～ﾉﾋﾞｴ5葉
期まで 但し､収
穫60日前まで

乾田･落水
状態で雑草
茎葉散布又
は全面散布

ｲﾎﾞｸｻ 稲4葉期以降(入
水後)～ｲﾎﾞｸｻの
茎長30cmまで 但
し、収穫60日前
まで

ｸｻﾈﾑ 稲4葉期以降(入
水後)～ｸｻﾈﾑの草
丈40cmまで 但
し、収穫60日前
まで

ｳﾘｶﾜ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草(ﾉﾋﾞｴ
を除く)

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰﾊﾞｲｽｺｰﾌﾟ1ｷ
ﾛ粒剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ
粒剤

1kg/10a 稲3葉期～出芽後
50日ただし､収穫
45日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰﾊｲｶｯﾄ1ｷﾛ粒
剤

ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁ
ﾙ･ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘ
ﾝ･ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒ
ﾁﾙ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞ
ｼｸﾛﾝ粒剤

1kg/10a 稲3葉期～ﾉﾋﾞｴ
3.5葉期まで 但
し､収穫60日前ま
で

1回

普 Ⅰ

50～
100mL/10
a

落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

普 Ⅰ

ﾉﾐﾆｰ液剤 ﾋﾞｽﾋﾟﾘﾊﾞｯｸ
ﾅﾄﾘｳﾑ塩液
剤

1回

ﾆﾄｳﾘｭｳｼﾞｬﾝ
ﾎﾞ

ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

小包装
（ﾊﾟｯ
ｸ)10個
(500g)/1
0a

稲4葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期但し､収穫60
日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡

湛水散布又
は無人航空
機による散
布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾆﾄｳﾘｭｳ1ｷﾛ
粒剤

ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛ
ﾝ粒剤

1kg/10a 稲4葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 但し、収穫
60日前まで

1回

ｾｶﾝﾄﾞｼｮｯﾄS
ｼﾞｬﾝﾎﾞMX

ｱｼﾞﾑｽﾙﾌﾛﾝ･
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･ﾒ
ｿﾄﾘｵﾝ粒剤

小包装
(ﾊﾟｯｸ)20
個
(500g)/1
0a

稲4葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 ただし､収
穫45日前まで

1回 水田に小包
装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入
れる｡
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｵﾓﾀﾞｶ

ｸﾛｸﾞﾜｲ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草(ｲﾈ科
を除く)

ｳﾘｶﾜ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草
(ｲﾈ科を除く)

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

水田一年生雑草

ﾋｴｸﾘｰﾝ豆つ
ぶ250

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ剤

ﾉﾋﾞｴ 250g/10a 稲3葉期～ﾉﾋﾞｴ3
葉期 但し､収穫
45日前まで

1回 湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ｳﾘｶﾜ

ﾎﾀﾙｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草(ﾉﾋﾞｴ
を除く)

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾉﾋﾞｴ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生広葉雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

湛水散布のみ
とする。

普 ⅠﾜｲﾄﾞｱﾀｯｸD1
ｷﾛ粒剤

ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾍﾟﾉ
ｷｽｽﾗﾑ粒剤

1kg/10a 稲3葉期～ﾉﾋﾞｴ5
葉期 ただし､収
穫60日前まで

1回 湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

乾田･落水
状態で雑草
茎葉散布又
は全面散布

普 Ⅰ

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ﾛｲﾔﾝﾄ乳剤 ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼ
ﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ
乳剤

200mL/10
a

稲3葉期～ﾉﾋﾞｴ5
葉期 ただし､収
穫45日前まで

2回以
内

ﾙﾅｸﾛｽ1ｷﾛ粒
剤

ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰ
ﾄ･ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ
粒剤

1kg/10a 稲3葉期～出芽後
50日ただし､収穫
45日前まで

1回 湛水散布又
は無人航空
機による散
布

ごく浅く湛
水して散布

普 Ⅰ

普 Ⅰ

ﾋｴｸﾘｰﾝﾊﾞｻ
ｸﾞﾗﾝ粒剤

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒ
ﾁﾙ･ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ
粒剤

3kg/10a ｲﾈ3葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期但し､収穫60
日前まで

1回

ﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ粒
剤(ﾅﾄﾘｳﾑ
塩)

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ粒
剤

3kg/10a 稲3葉期～入水50
日後 但し 収穫
60日前まで

1回 落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

普 Ⅰﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ液
剤(ﾅﾄﾘｳﾑ
塩)

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液
剤

500～
700mL/10
a

は種後35～50日
但し 収穫50日前
まで

2回以
内
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除草剤（直は用） 除草剤（直は用）

◆注意事項
・一覧表の農薬登録内容は原則令和６年10月２日現在のものです。
・農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

・普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称です。
薬剤名 農薬の種類 適用雑草名 希釈倍数

使用量
使用時期 本剤の

使用回
数

使用方法 適用土
壌

備考 毒
性

魚
毒
性

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

ｳﾘｶﾜ

ｾﾘ

ﾋﾙﾑｼﾛ

ﾎﾀﾙｲ

ﾏﾂﾊﾞｲ

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ

水田一年生雑草

Ⅰ1回 落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

砂壌土
～埴土

普

湛水散布のみ
とする。

普 Ⅰ

ﾜｲﾄﾞﾊﾟﾜｰ粒
剤

ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ･
ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ粒
剤

3kg/10a 稲4葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 但し､収穫
60日前まで

落水散布又
はごく浅く
湛水して散
布

ﾜｲﾄﾞｼｮｯﾄ1ｷ
ﾛ粒剤

ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ粒
剤

1kg/10a 稲4葉期～ﾉﾋﾞｴ4
葉期 但し､収穫
45日前まで

1回 湛水散布又
は無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰによる
散布

雑草茎葉散
布又は全面
散布

普 ⅠﾜｲﾄﾞｱﾀｯｸSC ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ水
和剤

100mL/10
a

稲3葉期～ﾉﾋﾞｴ5
葉期 但し､収穫
30日前まで

2回以
内
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その他除草剤 その他除草剤

⑤その他除草剤（耕起前、水田刈跡、水田畦畔等）

◆注意事項

①人畜毒性が普通物の農薬であること。普（普通物）とは、毒物・劇物に該当しないものを指していう通称。

③液剤、水和剤、乳剤の剤型であること。
④混合剤は、一覧表にある成分の組合せに限る。

（２）使用上の注意
　農薬の使用にあたっては、必ず手持ちの農薬容器・包装のラベルに従ってください。

表1．その他除草剤で登載していると見なす農薬成分一覧表

表2．その他除草剤で登載している農薬

DCMU

ｱﾌﾀｰｴｲﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ

農薬名

ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄPﾅﾄﾘｳﾑ塩

MCPB

ﾋﾞｽﾋﾟﾘﾊﾞｯｸﾅﾄﾘｳﾑ塩

ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ

（１）表１に示す成分を含む剤について、下記の条件①～④を満たせば登載していると見なします。
但し、表２については農薬成分の見なし登載ではなく、記載の農薬に限ります。

農薬成分名

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩

ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ

②水稲（移植、直播含む）や水田作物に農薬登録があり、水田刈跡や水田畦畔、
  休耕田に農薬登録されていること。
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